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第８章 トラブルシューティング 

ポイント  

アラーム発生と同時に，サーボオフにし，主回路電源を遮断してください。 

[AL. 37 パラメータ異常] および警告 ([AL. F0 タフドライブ警告] を除く) はアラーム

履歴に記録されません。 

 

運転中に異常が発生した場合，アラームおよび警告が表示されます。アラームおよび警告が表示された場

合，適切な処置を施してください。アラームが発生するとALM (故障) がオフになります。 

 

8.1 一覧表の説明 

(1) 番号/名称/詳細番号/詳細名称 

アラームまたは警告の番号/名称/詳細番号/詳細名称を示します。 

 

(2) 停止方式 

停止方式にSDと記載されているアラームおよび警告は，強制停止減速後にダイナミックブレーキで停

止します。停止方式にDBまたはEDBと記載されているアラームおよび警告は，強制停止減速を行わず

にダイナミックブレーキで停止します。 

 

(3) アラームの解除 

アラームは原因を取り除いたあと，アラームの解除欄に○のあるいずれかの方法で解除できます。警告

は発生原因を取り除くと自動的に解除されます。アラームの解除はアラームリセット，通信リセット

(ネットワーク) または電源の再投入で行います。 

アラームの解除 説明 

アラームリセット 1. 上位側からのエラーリセット指令 

2. セットアップソフトウェア (MR Configurator2TM)の "アラーム表示" ウインドウで 

"発生アラームリセット" をクリックする。 

通信リセット(ネットワーク) 1. 上位側からのネットワークの通信を切断してから再接続する。 

切断方法については，18章以降を参照してください。 

2. 上位側からのネットワークの通信を初期状態に遷移してから再接続する。 

電源の再投入 いったん電源をオフにしてから再投入する。 
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8.2 アラーム一覧表 

 番号 名称 
詳細 
番号 

詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 
リセット 

電源の
再投入 

    

ア

ラ

丨

ム 

10 不足電圧 
10.1 制御回路電源電圧低下 EDB      

    
10.2 主回路電源電圧低下 SD      

11 スイッチ設定異常 
11.1 軸番号設定異常/局番号設定異常 DB          

11.2 無効軸設定異常 DB          

  12.1 RAM異常1 DB          

  12.2 RAM異常2 DB          

 
12 メモリ異常1 (RAM) 

12.3 RAM異常3 DB          

 12.4 RAM異常4 DB          

   12.5 RAM異常5 DB          

   12.6 RAM異常6 DB          

 
13 クロック異常 

13.1 制御クロック異常1 DB      
    

 13.2 制御クロック異常2 DB      

   14.1 制御処理異常1 DB          

   14.2 制御処理異常2 DB          

   14.3 制御処理異常3 DB          

   14.4 制御処理異常4 DB          

   14.5 制御処理異常5 DB          

 14 制御処理異常 14.6 制御処理異常6 DB          

   14.7 制御処理異常7 DB          

   14.8 制御処理異常8 DB          

   14.9 制御処理異常9 DB          

   14.A 制御処理異常10 DB          

   14.B 制御処理異常11 DB          

 

15 
メモリ異常2 

(EEP-ROM) 

15.1 電源投入時EEP-ROM異常 DB      

     15.2 運転中EEP-ROM異常 DB      

 15.4 原点情報読込み異常 DB      

 

16 
エンコーダ 

初期通信異常1 

16.1 
エンコーダ初期通信 受信データ

異常1 
DB      

    

16.2 
エンコーダ初期通信 受信データ

異常2 
DB      

 
16.3 

エンコーダ初期通信 受信データ

異常3 
DB      

 
16.4 

エンコーダ初期通信 エンコーダ

故障 (注6) 
DB      

 
16.5 

エンコーダ初期通信 送信データ

異常1 
DB      

 
16.6 

エンコーダ初期通信 送信データ

異常2 
DB      

 
16.7 

エンコーダ初期通信 送信データ

異常3 
DB      

 
16.8 

エンコーダ初期通信 エンコーダ

未対応 (注6) 
DB      

 16.A エンコーダ初期通信 処理異常1 DB      

 16.B エンコーダ初期通信 処理異常2 DB      

 16.C エンコーダ初期通信 処理異常3 DB      

 16.D エンコーダ初期通信 処理異常4 DB      

 16.E エンコーダ初期通信 処理異常5 DB      

 16.F エンコーダ初期通信 処理異常6 DB      

   17.1 基板異常1 DB          

   17.3 基板異常2 DB          

   17.4 基板異常3 DB      

     
17 基板異常 

17.5 基板異常4 DB      

 17.6 基板異常5 DB      

   17.7 基板異常7 DB          

   17.8 基板異常6 (注6) EDB          

   17.9 基板異常8 DB          
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

 
メモリ異常3 

(Flash-ROM) 

19.1 Flash-ROM異常1 DB      
    

19 19.2 Flash-ROM異常2 DB      

 19.3 Flash-ROM異常3 DB          

  1A.1 サーボモータ組合せ異常1 DB          

1A 
サーボモータ 

組合せ異常 
1A.2 

サーボモータ制御モード組合せ

異常 
DB          

  1A.4 サーボモータ組合せ異常2 DB          

1B コンバータ異常 1B.1 コンバータユニット異常 DB          

 
1E 

エンコーダ 

初期通信異常2 

1E.1 エンコーダ故障 DB      
    

 1E.2 機械端エンコーダ故障 DB      

 
1F 

エンコーダ 

初期通信異常3 

1F.1 エンコーダ未対応 DB      
    

 1F.2 機械端エンコーダ未対応 DB      

 
  20.1 

エンコーダ通常通信 受信データ

異常1 
EDB          

 
  20.2 

エンコーダ通常通信 受信データ

異常2 
EDB          

 
  20.3 

エンコーダ通常通信 受信データ

異常3 
EDB          

 

20 
エンコーダ 

通常通信異常1 

20.5 
エンコーダ通常通信 送信データ

異常1 
EDB      

    
 

20.6 
エンコーダ通常通信 送信データ

異常2 
EDB      

 
  20.7 

エンコーダ通常通信 送信データ

異常3 
EDB          

 
  20.9 

エンコーダ通常通信 受信データ

異常4 
EDB          

 
  20.A 

エンコーダ通常通信 受信データ

異常5 
EDB          

   21.1 エンコーダデータ異常1 EDB          

  21.2 エンコーダデータ更新異常 EDB          

 
エンコーダ 

通常通信異常2 

21.3 エンコーダデータ波形異常 EDB          

21 21.4 エンコーダ無信号異常 EDB          

  21.5 エンコーダハードウエア異常1 EDB          

   21.6 エンコーダハードウエア異常2 EDB          

   21.9 エンコーダデータ異常2 EDB          

 

24 主回路異常 

24.1 
ハードウエア検出回路による地

絡検出 
DB      

    
 

24.2 
ソフトウエア検出処理による地

絡検出 
DB      

 

25 絶対位置消失 

25.1 
サーボモータエンコーダ絶対位

置消失 
DB      

    
 

25.2 
スケール計測エンコーダ絶対位

置消失 
DB      

 

27 初期磁極検出異常 

27.1 初期磁極検出時 異常終了 DB      

    

 
27.2 

初期磁極検出時 タイムアウトエ

ラー 
DB      

 
27.3 

初期磁極検出時 リミットスイッ

チエラー 
DB      

 27.4 初期磁極検出時 推定誤差異常 DB      

 27.5 初期磁極検出時 位置偏差異常 DB      

 27.6 初期磁極検出時 速度偏差異常 DB      

 27.7 初期磁極検出時 電流異常 DB      

 
28 

リニアエンコーダ 

異常2 
28.1 リニアエンコーダ 環境異常 EDB          
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

  2A.1 リニアエンコーダ異常1-1 EDB          

  2A.2 リニアエンコーダ異常1-2 EDB          

  2A.3 リニアエンコーダ異常1-3 EDB          

2A 
リニアエンコーダ 

異常1 

2A.4 リニアエンコーダ異常1-4 EDB      
    

2A.5 リニアエンコーダ異常1-5 EDB      

  2A.6 リニアエンコーダ異常1-6 EDB          

  2A.7 リニアエンコーダ異常1-7 EDB          

   2A.8 リニアエンコーダ異常1-8 EDB          

 
2B 

エンコーダ 

カウンタ異常 

2B.1 エンコーダカウンタ異常1 EDB      
    

 2B.2 エンコーダカウンタ異常2 EDB      

 
  30.1 回生発熱量異常 DB 

 
(注1) 

 
(注1) 

 
(注1) 

      

 
30 回生異常 30.2 回生信号異常 DB 

 
(注1) 

 
(注1) 

 
(注1) 

      

 
  30.3 回生フィードバック信号異常 DB 

 
(注1) 

 
(注1) 

 
(注1) 

      

 
31 過速度 31.1 

モータ回転速度異常/モータ速度

異常 
SD          

 
  32.1 

ハードウエア検出回路による過

電流検出 (運転中) 
DB          

32 過電流 

32.2 
ソフトウエア検出処理による過

電流検出 (運転中) 
DB      

    

32.3 
ハードウエア検出回路による過

電流検出 (停止中) 
DB      

  32.4 
ソフトウエア検出処理による過

電流検出 (停止中) 
DB          

33 過電圧 33.1 主回路電圧異常 EDB          

 
  34.1 SSCNET受信データ異常 SD  

  
(注5) 

       

  34.2 SSCNETコネクタ接続エラー SD          

  34.3 SSCNET通信データ異常 SD          

 34 SSCNET受信異常1 34.4 ハードウエア異常信号検出 SD          

 
  34.5 

SSCNET受信データ異常 (安全

監視機能) 
SD          

 
  34.6 

SSCNET通信データ異常 (安全

監視機能) 
SD          

 35 指令周波数異常 35.1 指令周波数異常 SD          

 

36 SSCNET受信異常2 

36.1 断続的な通信データ異常 SD          

 
36.2 

断続的な通信データ異常 (安全

監視機能) 
SD          

 

37 パラメータ異常 

37.1 パラメータ設定範囲異常 DB      

    
 37.2 パラメータ組合せによる異常 DB      

 
37.3 

ポイントテーブル設定による異

常 
DB      

 37.4 指令電子ギア設定異常2 DB          

   39.1 プログラム異常 DB          

 
39 プログラム異常 

39.2 命令引数範囲外異常 DB      
    

 39.3 レジスタ数異常 DB      

   39.4 未対応命令異常 DB          

 
3A 

突入電流 

抑制回路異常 
3A.1 突入電流抑制異常 EDB          

 

3D 

ドライバ間通信用 

パラメータ 

設定異常 

3D.1 
スレーブ側ドライバ間通信用パ

ラメータ組合せ異常 
DB          

 
3D.2 

マスタ側ドライバ間通信用パラ

メータ組合せ異常 
DB          

 
3E 運転モード異常 

3E.1 運転モード異常 DB          

 3E.6 運転モード切換え異常 DB          
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

42 

サーボ制御異常 

42.1 位置偏差によるサーボ制御異常 EDB (注4) (注4)    

    

42.2 速度偏差によるサーボ制御異常 EDB (注4) (注4)    

42.3 
トルク偏差によるサーボ制御異

常 
EDB (注4) (注4)    

 

フルクローズド 

制御異常 

42.8 
位置偏差によるフルクローズド

制御異常 
EDB (注4) (注4)    

 
42.9 

速度偏差によるフルクローズド

制御異常 
EDB (注4) (注4)    

 
42.A 

指令停止時位置偏差によるフル

クローズド制御異常 
EDB (注4) (注4)    

 

45 主回路素子過熱 

45.1 主回路素子温度異常1 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

    
 

45.2 主回路素子温度異常2 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

 
  46.1 サーボモータ温度異常1 SD 

 
(注1) 

 
(注1) 

 
(注1) 

      

  46.2 サーボモータ温度異常2 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

 

46 サーボモータ過熱 

46.3 サーミスタ未接続異常 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

    

 46.4 サーミスタ回路異常 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

   46.5 サーボモータ温度異常3 DB 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

   46.6 サーボモータ温度異常4 DB 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

 
47 冷却ファン異常 

47.1 冷却ファン停止異常 SD      
    

 47.2 冷却ファン回転速度低下異常 SD      

 
  50.1 運転時過負荷サーマル異常1 SD 

 
(注1) 

 
(注1) 

 
(注1) 

      

  50.2 運転時過負荷サーマル異常2 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

 

50 過負荷1 

50.3 運転時過負荷サーマル異常4 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

    

 50.4 停止時過負荷サーマル異常1 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

   50.5 停止時過負荷サーマル異常2 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

   50.6 停止時過負荷サーマル異常4 SD 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
      

 

51 過負荷2 

51.1 運転時過負荷サーマル異常3 DB 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

    

 51.2 停止時過負荷サーマル異常3 DB 
 

(注1) 
 

(注1) 
 

(注1) 
  

   52.1 溜りパルス過大1 SD          

52 誤差過大 
52.3 溜りパルス過大2 SD      

    
52.4 トルク制限ゼロ時誤差過大 SD      

  52.5 溜りパルス過大3 EDB          

 54 発振検知 54.1 発振検知異常 EDB          

 
56 強制停止異常 

56.2 強制停止時オーバスピード EDB      
    

 56.3 強制停止時減速予測距離オーバ EDB      

 61 
オペレーション 

エラー 
61.1 ポイントテーブル設定範囲異常 DB          

  
STOタイミング 

異常 

63.1 STO1オフ DB      

     63 63.2 STO2オフ DB      

  63.5 機能安全ユニットによるSTO DB      

  
機能安全ユニット 

設定異常 

64.1 STO入力異常 DB          

 64 64.2 互換モード設定異常 DB          

  64.3 運転モード設定異常 DB          
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

65 
機能安全ユニット 

接続異常 

65.1 機能安全ユニット通信異常1 SD      

    

65.2 機能安全ユニット通信異常2 SD      

65.3 機能安全ユニット通信異常3 SD      

65.4 機能安全ユニット通信異常4 SD      

 65.5 機能安全ユニット通信異常5 SD      

 65.6 機能安全ユニット通信異常6 SD      

 65.7 機能安全ユニット通信異常7 SD      

 65.8 
機能安全ユニット遮断信号異常

1 
DB      

 65.9 
機能安全ユニット遮断信号異常

2 
DB      

 
  66.1 

エンコーダ初期通信 受信データ

異常1 (安全監視機能) 
DB          

66 

エンコーダ 

初期通信異常  

(安全監視機能) 

66.2 
エンコーダ初期通信 受信データ

異常2 (安全監視機能) 
DB          

 66.3 
エンコーダ初期通信 受信データ

異常3 (安全監視機能) 
DB          

 66.7 
エンコーダ初期通信 送信データ

異常1 (安全監視機能) 
DB          

   66.9 
エンコーダ初期通信 処理異常1  

(安全監視機能) 
DB          

   67.1 
エンコーダ通常通信 受信データ

異常1 (安全監視機能) 
DB          

 

67 

エンコーダ 

通常通信異常1  

(安全監視機能) 

67.2 
エンコーダ通常通信 受信データ

異常2 (安全監視機能) 
DB          

 67.3 
エンコーダ通常通信 受信データ

異常3 (安全監視機能) 
DB          

 67.4 
エンコーダ通常通信 受信データ

異常4 (安全監視機能) 
DB          

   67.7 
エンコーダ通常通信 送信データ

異常1 (安全監視機能) 
DB          

 68 STO診断異常 68.1 STO信号不一致異常 DB          

  69.1 
正転側ソフトウエアリミット検

出時 指令超過異常 
SD          

  69.2 
逆転側ソフトウエアリミット検

出時 指令超過異常 
SD          

 

69 指令異常 

69.3 
正転ストロークエンド検出時 指

令超過異常 
SD          

 69.4 
逆転ストロークエンド検出時 指

令超過異常 
SD          

   69.5 
上限ストロークリミット検出時 

指令超過異常   
SD          

   69.6 
下限ストロークリミット検出時 

指令超過異常 
SD          
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

  70.1 
機械端エンコーダ初期通信 受信

データ異常1 
DB          

  70.2 
機械端エンコーダ初期通信 受信

データ異常2 
DB          

   70.3 
機械端エンコーダ初期通信 受信

データ異常3 
DB          

   70.4 
機械端エンコーダ初期通信 エン

コーダ故障 (注6) 
DB          

   70.5 
機械端エンコーダ初期通信 送信

データ異常1 
DB          

   70.6 
機械端エンコーダ初期通信 送信

データ異常2 
DB          

 

70 
機械端エンコーダ

初期通信異常1 

70.7 
機械端エンコーダ初期通信 送信

データ異常3 
DB      

    

 70.8 
機械端エンコーダ初期通信 エン

コーダ未対応 (注6) 
DB      

   70.A 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常1 
DB          

   70.B 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常2 
DB          

   70.C 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常3 
DB          

   70.D 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常4 
DB          

   70.E 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常5 
DB          

   70.F 
機械端エンコーダ初期通信 処理

異常6 
DB          

 
  71.1 

機械端エンコーダ通常通信 受信

データ異常1 
EDB          

 
  71.2 

機械端エンコーダ通常通信 受信

データ異常2 
EDB          

 
  71.3 

機械端エンコーダ通常通信 受信

データ異常3 
EDB          

 

71 
機械端エンコーダ

通常通信異常1 

71.5 
機械端エンコーダ通常通信 送信

データ異常1 
EDB      

    
 

71.6 
機械端エンコーダ通常通信 送信

データ異常2 
EDB      

 
  71.7 

機械端エンコーダ通常通信 送信

データ異常3 
EDB          

 
  71.9 

機械端エンコーダ通常通信 受信

データ異常4 
EDB          

 
  71.A 

機械端エンコーダ通常通信 受信

データ異常5 
EDB          

 

72 
機械端エンコーダ

通常通信異常2 

72.1 機械端エンコーダデータ異常1 EDB      

    

72.2 
機械端エンコーダデータ更新異

常 
EDB      

72.3 
機械端エンコーダデータ波形異

常 
EDB      

 72.4 機械端エンコーダ無信号異常 EDB      

 
72.5 

機械端エンコーダハードウエア

異常1 
EDB      

 
72.6 

機械端エンコーダハードウエア

異常2 
EDB      

 72.9 機械端エンコーダデータ異常2 EDB      

   74.1 オプションカード異常1 DB          

 

74 
オプションカード 

異常1 

74.2 オプションカード異常2 DB          

 74.3 オプションカード異常3 DB          

 74.4 オプションカード異常4 DB          

   74.5 オプションカード異常5 DB          
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8 -  9 

 

 

 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

75 
オプションカード 

異常2 

75.3 オプションカード接続異常 EDB          

75.4 オプションカード未接続 DB          

79 
機能安全ユニット

診断異常 

79.1 機能安全ユニット電源電圧異常 DB 
  

(注7) 
    

    

79.2 機能安全ユニット内部異常 DB      

79.3 機能安全ユニット温度異常 SD 
  

(注7) 
    

 79.4 ドライバ異常 SD      

 79.5 入力デバイス異常 SD      

 79.6 出力デバイス異常 SD      

 79.7 入力信号不一致異常 SD      

 79.8 位置フィードバック固着異常 DB      

   7A.1 
パラメータ照合異常 (安全監視

機能) 
DB          

 

7A 
パラメータ設定異常  

(安全監視機能) 

7A.2 
パラメータ設定範囲異常 (安全

監視機能) 
DB      

    

 7A.3 
パラメータ組合せによる異常 

(安全監視機能) 
DB      

   7A.4 
機能安全ユニット組合せ異常 

(安全監視機能) 
DB          

   7B.1 
エンコーダ診断異常1 (安全監視

機能) 
DB          

 

7B 
エンコーダ診断異常  

(安全監視機能) 

7B.2 
エンコーダ診断異常2 (安全監視

機能) 
DB      

    

 7B.3 
エンコーダ診断異常3 (安全監視

機能) 
DB      

   7B.4 
エンコーダ診断異常4 (安全監視

機能) 
DB          

 

7C 

機能安全ユニット 

通信診断異常  

(安全監視機能) 

7C.1 
機能安全ユニット通信設定異常 

(安全監視機能) 
SD 

  

(注7) 
    

    

 7C.2 
機能安全ユニット通信データ異

常 (安全監視機能) 
SD 

  

(注7) 
    

 

7D 安全監視異常 

7D.1 停止監視異常 DB 
  

(注3) 
    

    

 7D.2 速度監視異常 DB 
  

(注7) 
    

 82 
マスタスレーブ運転 

異常1 
82.1 マスタスレーブ運転異常1 EDB          

  

ネットワーク 

カード 

初期化異常 

84.1 ネットワークカード未検出異常 DB          

 84 84.2 
ネットワークカード初期化異常

1 
DB          

  84.3 
ネットワークカード初期化異常

2 
DB          

  
ネットワーク 

カード異常 

85.1 ネットワークカード異常1 SD          

85 85.2 ネットワークカード異常2 SD          

 85.3 ネットワークカード異常3 SD          

 
ネットワーク 

通信異常 

86.1 ネットワーク通信異常1 SD          

 86 86.2 ネットワーク通信異常2 SD          

  86.3 ネットワーク通信異常3 SD          

 

8A 

USB通信タイムアウ

ト異常/シリアル通信

タイムアウト異常/ 

Modbus RTU通信 

タイムアウト異常 

8A.1 
USB通信タイムアウト異常/シリ

アル通信タイムアウト異常 
SD      

    

 8A.2 
Modbus RTU通信タイムアウト

異常 
SD      

 



8. トラブルシューティング 
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 番号 名称 
詳細 

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

アラームの解除 

  

 

アラーム

リセット 

通信 

リセット 

電源の

再投入 
    

ア

ラ

丨

ム 

  8D.1 CC-Link IE 通信異常1 SD          

  8D.2 CC-Link IE 通信異常2 SD          

  8D.3 マスタ局設定異常1 DB          

8D CC-Link IE 通信異常 

8D.5 マスタ局設定異常2 DB          

 8D.6 CC-Link IE 通信異常3 SD          

 8D.7 CC-Link IE 通信異常4 SD          

   8D.8 CC-Link IE 通信異常5 SD          

   8D.9 同期異常1 SD          

   8D.A 同期異常2 SD          

 

8E 

USB通信異常/ 

シリアル通信異常/ 

Modbus RTU通信

異常 

8E.1 
USB通信受信エラー/シリアル通

信受信エラー 
SD      

    

8E.2 
USB通信チェックサムエラー/シ

リアル通信チェックサムエラー 
SD      

 
8E.3 

USB通信キャラクタエラー/シリ

アル通信キャラクタエラー 
SD      

 
8E.4 

USB通信コマンドエラー/シリア

ル通信コマンドエラー 
SD      

 
8E.5 

USB通信データナンバエラー/シ

リアル通信データナンバエラー 
SD      

 8E.6 Modbus RTU通信受信エラー SD      

 
8E.7 

Modbus RTU通信メッセージフ

レームエラー 
SD      

 8E.8 Modbus RTU通信CRCエラー SD      

 88888 ウォッチドグ 8888._ ウォッチドグ DB          

 
注  1. 発生原因を取り除いたあと，約30分の冷却時間をおいてください。 

  2. 停止方式には，DB，EDBおよびSDの3種類があります。 

DB: ダイナミックブレーキ停止 (ダイナミックブレーキ除去品の場合はフリーラン) 

EDB: 電子式ダイナミックブレーキ停止 (特定のサーボモータでのみ有効) 

特定のサーボモータについては，次の表を参照してください。特定のサーボモータ以外の停止方式はDBです。 
 
 シリーズ サーボモータ  

 LE-□-□ LE-T5-□, LE-T6-□, LE-T7-□, LE-T8-□  

SD: 強制停止減速 

  3. [Pr. PA04] が初期値の場合です。SDのアラームは，[Pr. PA04] で停止方式をDBに変更することができます。 

  5. 上位側の通信状態によってはアラーム要因を取り除けない場合があります。 

  6. このアラームは，J3互換モードでのみ発生します。 

  7. すべての安全監視機能が停止している状態でリセットしてください。 
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8.3 警告一覧表 

 番号 名称 
詳細

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

        

警

告 

  90.1 原点復帰未完          

90 原点復帰未完警告 90.2 原点復帰異常終了          

   90.5 Z相未通過          

 
91 

ドライバ過熱警告 

(注1) 
91.1 主回路素子過熱警告          

 
92 バッテリ断線警告 

92.1 エンコーダバッテリ断線警告          

 92.3 バッテリ劣化          

 93 
ABSデータ 

転送警告 
93.1 

ABSデータ転送要求時磁極検出

未完警告 
         

   95.1 STO1オフ検出 DB         

   95.2 STO2オフ検出 DB         

 95 STO警告 95.3 STO警告1 (安全監視機能) DB         

   95.4 STO警告2 (安全監視機能) DB         

   95.5 STO警告3 (安全監視機能) DB         

 

96 
原点セットミス 

警告 

96.1 
原点セット時インポジション警

告 
         

 96.2 原点セット時指令入力警告          

 96.3 原点セット時サーボオフ警告          

 96.4 原点セット時磁極検出未完警告          

 
97 位置決め指定警告 

97.1 プログラム実行不可警告          

 97.2 送りステーション位置警告          

 

98 
ソフトウエア 

リミット警告 

98.1 
正転側ソフトウエアストローク

リミット到達 
         

 98.2 
逆転側ソフトウエアストローク

リミット到達 
         

   99.1 正転ストロークエンドオフ (注4)         

 
99 

ストローク 

リミット警告 

99.2 逆転ストロークエンドオフ (注4)         

 99.4 上限ストロークリミットオフ          

   99.5 下限ストロークリミットオフ          

 

9A 
オプションユニット 

入力データ異常警告 

9A.1 
オプションユニット入力データ

符号異常 
         

9A.2 
オプションユニットBCD入力

データ異常 
         

 

9B 誤差過大警告 

9B.1 溜りパルス過大1警告          

 9B.3 溜りパルス過大2警告          

 9B.4 トルク制限ゼロ時誤差過大警告          

 9C コンバータ警告 9C.1 コンバータユニット警告          

   9D.1 局番スイッチ変更警告          

 
9D CC-Link IE 警告1 

9D.2 マスタ局設定警告          

 9D.3 局番重複警告          

   9D.4 局番不一致警告          

 9E CC-Link IE 警告2 9E.1 CC-Link IE 通信警告          

 
9F バッテリ警告 

9F.1 バッテリ電圧低下          

 9F.2 バッテリ劣化警告          

 E0 過回生警告 E0.1 過回生警告          

   E1.1 運転時過負荷サーマル警告1          

   E1.2 運転時過負荷サーマル警告2          

   E1.3 運転時過負荷サーマル警告3          

 
E1 過負荷警告1 

E1.4 運転時過負荷サーマル警告4          

 E1.5 停止時過負荷サーマル警告1          

   E1.6 停止時過負荷サーマル警告2          

   E1.7 停止時過負荷サーマル警告3          

   E1.8 停止時過負荷サーマル警告4          

 
E2 

サーボモータ過熱

警告 
E2.1 サーボモータ温度警告          

 



8. トラブルシューティング 

8 -  12 

 

 

 番号 名称 
詳細

番号 
詳細名称 

停止 

方式 

(注2，3) 

        

警

告 

E3 
絶対位置カウンタ

警告 

E3.1 
多回転カウンタ移動量オーバ警

告 
         

E3.2 絶対位置カウンタ警告          

 E3.4 
絶対位置カウンタEEP-ROM書

込み頻度警告 
         

 E3.5 
エンコーダ絶対位置カウンタ警

告 
         

 E4 パラメータ警告 E4.1 パラメータ設定範囲異常警告          

E5 
ABSタイムアウト

警告 

E5.1 ABSデータ転送時タイムアウト          

 E5.2 ABSデータ転送中ABSMオフ          

 E5.3 ABSデータ転送中SONオフ          

 

E6 
サーボ 

強制停止警告 

E6.1 強制停止警告 SD         

 E6.2 
SS1強制停止警告1 (安全監視機

能) 
SD         

 E6.3 
SS1強制停止警告2 (安全監視機

能) 
SD         

 E7 
上位側 

緊急停止警告 
E7.1 上位側緊急停止入力警告 SD         

 
E8 

冷却ファン回転速度 

低下警告 

E8.1 冷却ファン回転速度低下中          

 E8.2 冷却ファン停止          

 

E9 主回路オフ警告 

E9.1 
主回路オフ時サーボオン信号オ

ン 
DB         

 E9.2 低速回転中母線電圧低下 DB         

 E9.3 
主回路オフ時レディオン信号オ

ン 
DB         

 E9.4 コンバータユニット強制停止 DB         

 
EA ABSサーボオン警告 EA.1 ABSサーボオン警告          

EB 他軸異常警告 EB.1 他軸異常警告 DB         

 EC 過負荷警告2 EC.1 過負荷警告2          

 ED 
出力ワットオーバ

警告 
ED.1 出力ワットオーバ警告          

 F0 タフドライブ警告 
F0.1 瞬停タフドライブ中警告          

F0.3 振動タフドライブ中警告          

 

F2 
ドライブレコーダ 

書込みミス警告 

F2.1 
ドライブレコーダ 領域書込みタ

イムアウト警告 
   

      

 F2.2 
ドライブレコーダ データ書込み

ミス警告 
   

      

 F3 発振検知警告 F3.1 発振検知警告          

 

F4 位置決め警告 

F4.4 目標位置設定範囲異常警告          

 F4.6 加速時定数設定範囲異常警告          

 F4.7 減速時定数設定範囲異常警告          

 F4.8 制御指令入力異常警告          

 F4.9 原点復帰方式不正警告          

 

F5 

簡易カム機能 カム 

データ書込みミス

警告 

F5.1 
カムデータ領域書込みタイムア

ウト警告 
   

      

 F5.2 カムデータ領域書込みミス警告          

 F5.3 カムデータチェックサム異常          

 

F6 
簡易カム機能 カム

制御警告 

F6.1 カム軸1サイクル現在値復元不可          

 F6.2 カム軸送り現在値復元不可          

 F6.3 カム未登録異常          

 F6.4 カム制御データ設定範囲異常          

 F6.5 カム番号範囲外異常          

 F6.6 カム制御停止中          

   F7.1 振動故障予測警告          

 F7 機械診断警告 F7.2 摩擦故障予測警告          

   F7.3 総移動量故障予測警告          

注  1. 発生原因を取り除いたあと，約30分の冷却時間をおいてください。 

  2. 停止方式には，DBおよびSDの2種類があります。 

DB: ダイナミックブレーキ停止 (ダイナミックブレーキ除去品の場合はフリーラン) 

SD: 強制停止減速 

  3. [Pr. PA04] が初期値の場合です。SDと記載されている警告は，[Pr. PA04] で停止方式をDBに変更することができます。 
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8.4 アラーム対処方法 

 注意 

アラーム発生時は原因を取り除き，安全を確保してからアラーム解除後，再運転

してください。けがの原因になります。 

[AL. 25 絶対位置消失] が発生した場合，必ず再度原点セットを行ってください。

予期しない動きの原因になります。 

アラーム発生と同時に，サーボオフにし，主回路電源を遮断してください。  

 

ポイント  

次のアラームが発生したときに，アラーム解除して繰り返して運転を再開しない

でください。ドライバおよびサーボモータの故障の原因になります。発生原因を

取り除くと同時に，30分以上の冷却時間をおいてから運転を再開してください。 

[AL. 30 回生異常] [AL. 45 主回路素子過熱] 

[AL. 46 サーボモータ過熱] [AL. 50 過負荷1] 

[AL. 51 過負荷2] 

[AL. 37 パラメータ異常] はアラーム履歴に記録されません。 

 

本節に従ってアラームの原因を取り除いてください。セットアップソフトウェア(MR Configurator2TM)

を使用するとアラームの発生要因を参照できます。 
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アラーム番号: 10 名称:不足電圧 

アラーム内容 
制御回路電源の電圧が低下した。 

主回路電源の電圧が低下した。 

表

示 
詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

10.

1 

制御回路電源

電圧低下 

(1) 制御回路電源の接続

に異常がある。 

制御回路電源コネク

タを確認する。 

異常がある。 正しく接続してください。  

    異常がない。 (2)を確認してください。 

  (2) 制御回路電源の電

圧が低い。 

制御回路電源の電圧

が規定値以下になっ

ていないか確認する。 

AC 160 V 

電圧が規定値以下

である。 

制御回路電源の電圧を見

直してください。 
 

    電圧が規定値を超

えている。 

(3)を確認してください。  

  (3) 内部の制御回路電

源が停止する前に

電源が再投入され

た。 

電源の投入方法に

問題があるか確認す

る。 

問題がある。 ドライバの7セグメ 

ントLEDが消灯してから電

源を再投入してください。 

 

     問題がない。 (4)を確認してください。  

  (4) 規定時間以上の瞬

時停電が発生した。 

[Pr. PA20] が "_ 0 _ 

_" のとき，60 ms。 

[Pr. PA20]が "_ 1 _ 

_" のとき，[Pr.PF25] 

の設定値。 

J3拡張機能を使用し

ている場合，[Pr. 

PX25] が"_ 0 _ _" の

とき，60ms。 

[Pr. PX25] が "_ 1 

__" のとき，[Pr. 

PX28] の設定値。 

電源に問題がある

か確認する。 

問題がある。 電源を見直してください。  

問題がない。 (5) を確認してください。 

5) 電源回生コンバータ

を使用している場

合，制御回路電源の

電圧がひずんでい

る。 

電源に問題があるか

確認する。 

電源インピーダンス

が高い場合，電源回

生時の電流により電

源電圧がひずみ，不

足電圧と認識される

場合があります。 

問題がある。 次のパラメータで "[AL. 

10 不足電圧] の検出方式

選択"の設定を見直してく

ださい。 

[Pr. PC20] 
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アラーム番号: 10 名称:不足電圧 

アラーム内容 
制御回路電源の電圧が低下した。 

主回路電源の電圧が低下した。 

表

示 
詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

10.2 制御回路電源

電圧低下 

(1) 主回路電源の配線

が外れている。 

ドライブユニットの場

合，コンバータユニッ

トの主回路電源の配

線が外れている。 

主回路電源の配線を

確認する。 

コンバータユニットの

主回路電源の配線を

確認する。 

外れている。 正しく接続してください。  

外れていない。 (2)を確認してください。 

(2) P3とP4の間の配線

が外れている。 

ドライブユニットの場 

合，コンバータユニッ 

トのP1とP2の間の配

線が外れている。 

P3とP4の間の配線を

確認する。 

コンバータユニットの

P1とP2の間の配線を

確認する。 

外れている。 正しく接続してください。  

外れていない。 (3) を確認してください。  

(3) ドライブユニットの場 

合，コンバータユニッ 

トの電磁接触器制御

用コネクタが外れて

いる。 

コンバータユニットの

電磁接触器制御用コ

ネクタを確認する。 

外れている。 正しく接続してください。  

異常がない。 (4) を確認してください。  

  (4) ドライブユニットの場 

合，コンバータユニッ 

トとドライブユニット

の接続導体が外れ

ている。 

 

コンバータユニットと

ドライブユニットの接

続導体を確認する。 

外れている。 正しく接続してくださ 

い。 

 

異常がない。 (5) を確認してください。 

(5) 主回路電源の電圧

が低い。 

主回路電源の電圧

が規定値以下になっ

ていないか確認す

る。 

AC 160 V 

電圧が規定値以下

である。 

主回路電源の電圧を上げ 

てください。 

電圧が規定値を超

えている。 

(6) を確認してください。 

(6) 加速時に発生する。 加速時の母線電圧

が規定値未満になっ

ていないか確認す

る。 

DC 200 V 

電圧が規定値未満

である。 

加速時定数を長くしてくだ

さい。または電源容量を

上げてください。 

 

アラーム番号: 11 名称: スイッチ設定異常 

アラーム内容 軸選択ロータリスイッチまたは軸番号補助設定スイッチの設定を間違えた。 

制御軸無効スイッチの設定を間違えた。 

局番号選択ロータリスイッチの設定を間違えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

11.1 局番号設定異

常 

(1) 局番選択ロータリス 
イッチで設定された
局番が"1"～ 
"120"以外の値に
設定された。 

局番選択ロータリス
イッチ (SW2/SW3) 
の設定を確認する。 

局番選択ロータリスイッ 
チの設定が "0" または 
"121" 以上の設定に
なっている。 

局番号を正しく設定
してください。 

 

局番選択ロータリスイッ 
チで設定された局番が 
"1" ～ "120" の値に設
定されている。 

ドライバを交換して 
ください。 
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アラーム番号: 12 名称:メモリ異常1(RAM) 

アラーム内容 ドライバ内部の部品(RAM)が故障した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

12.1 RAM異常1 (1) ドライバ内部の部品が

故障した。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

    再現しない。 (2)を確認してください。 

  (2) 周囲環境に異常があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。 

環境に問題がある 原因に合った対策を実施

してください。 

12.2 RAM異常2 [AL. 12.1]の調査方法を実施してください。 

12.3 RAM異常3 

12.4 RAM異常4 

12.5 RAM異常5 

12.6 RAM異常6 

 

アラーム番号: 13 名称:クロック異常 

アラーム内容 
ドライバ内部の部品が故障した。 

上位側から送信されるクロックに異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

13.1 制御クロック異

常1 

(1) ドライバ内部の部品が

故障した。 

制御回路電源以外の

ケーブルをすべて抜

き，再現性を確認す

る。 

再現する。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

    

  (2) 周囲環境に問題があ

る。 

環境に問題がある。 環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

 

13.2 制御クロック異

常2 

[AL. 13.1]の調査方法を実施してください。 
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アラーム番号: 14 名称:制御処理異常 

アラーム内容 規定時間内に処理が完了しなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

14.1 制御処理異常

1 

(1) パラメータの誤設定があ

る。 

パラメータの誤

設定がないか確

認する。 

誤設定がある。 正しく設定してください。  

  誤設定がない。 (3)を確認してください。 

(2) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが

乗っていないか

確認する。コネク

タが短絡してい

ないか確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 環境に問題がない。 (4) を確認してください。  

(3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，

再現性を確認する 

再現しない。 ドライバを交換して 

ください。 

 

14.2 制御処理異常

2 

(1) パラメータの誤設定があ

る。 

パラメータの誤

設定がないか確

認する。 

誤設定がある。 正しく設定してください。  

  誤設定がない。 (3)を確認してください。 

(2) 周囲環境に異常があ

る。 

電源にノイズが

乗っていないか

確認する。コネク

タが短絡してい

ないか確認す

る。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実施

してください。 

環境に問題がない。 (4)を確認してください。  

(3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，

再現性を確認す

る。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

14.3 制御処理異常3 [AL. 14.1]の調査方法を実施してください。 

14.4 制御処理異常4 

14.5 制御処理異常5 

14.6 制御処理異常6 

14.7 制御処理異常7 

14.8 制御処理異常8 

14.9 制御処理異常9 

14.A 制御処理異常10 

14.B 制御処理異常11 (1) パラメータの誤設定があ

る。 

パラメータの誤設

定がないか確認す

る。 

誤設定がある。 正しく設定してください。  

誤設定がない。 (3) を確認してください。 

(2) 周囲環境に問題があ

る． 

電源にノイズが

乗っていないか確

認する。コネクタが

短絡していないか

確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

 

環境に問題がない。 (4) を確認してください。 

(3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，

再現性を確認す

る。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

14.C 制御処理異常12 [AL. 14.B] の調査方法を実施してください。 

14.D 制御処理異常13 
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アラーム番号: 15 名称:メモリ異常2(EEP-ROM) 

アラーム内容 ドライバ内部の部品(EEP-ROM)が故障した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

15.1 電源投入時

EEP-ROM異常 

(1) 電源投入時のEEP-

ROMの作動が異常で

ある。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換して 

ください。 

 

再現しない。 (2)を確認してください。 

(2) 周囲環境に異常があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。コネクタが短絡し

ていないか確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

環境に問題がな

い。 

(3)を確認してください。  

(3) 書込み回数が10万回

を超えた。 

高頻度でパラメー

タ，ポイントテーブル

またはプログラムを

変更していないか確

認する。 

変更している。 ドライバを交換してくださ

い。交換後はパラメータ，

ポイントテーブルまたはプ

ログラムの変更回数を減

らすように処理を変更して

ください。 

 

15.2 運転中EEP-

ROM異常 

(1) 通常運転時のEEP-

ROMの作動が異常で

ある。 

通常運転中にパラ

メータを変更したとき

に発生するか確認す

る。 

発生する。 ドライバを交換して 

ください。 

 

 発生しない。 (3) を確認してください 

(2) 調整結果反映時の書

込 

みに異常があった。 

電源投入後，1時間

以上経ってからこの

アラームが発生して

いるか確認する。 

1時間以上経ってい

る。 

ドライバを交換して 

ください。 

 

 1時間未満である。 (4) を確認してください。  

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。コネクタが短絡し

ていないか確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

 

15.4 原点情報読込

み異常 

(1) 電源投入時のEEP-

ROMの作動が異常であ

る。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

再現しない。 (2) を確認してください。 

(2) EEP-ROMから読み出し 

た，原点として保存され

ている多回転データが

異常であった。 

原点セットを正しく実

施したか確認する。 

異常がある。 再度原点セットを実施し 

てください。 

 

異常がない。 (3) を確認してください。 

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。コネクタが短絡し

ていないか確認す

る。 

環境に問題がある 原因に合った対策を実施 

してください。 

 

環境に問題がない (4) を確認してください。 

(4) 書込み回数が10万回を

超えた。 

高頻度でパラメータ

を変更していないか

確認する。 

変更している。 ドライバを交換してくださ

い。交換後はパラメータの

変更回数を減らすように

処理を変更してください。 
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アラーム番号: 16 名称: エンコーダ初期通信異常1 

アラーム内容 エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

16.1 エンコーダ初

期通信受信

データ異常1 

(1) エンコーダケーブルに

異常がある。 

エンコーダケーブル

が断線または短絡し

ていないか確認す

る。 

異常がある。 ケーブルを交換または修

理してください。 

 

    異常がない。 (2)を確認してください。 

  (4) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

    再現する。 (5)を確認してください。 

  (5) エンコーダが故障した。 サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

    再現する。 (6)を確認してください。  

  (6) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，

振動などを確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

 

16.2 エンコーダ初

期通信受信

データ異常2 

[AL. 16.1] の調査方法を実施してください。 
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アラーム番号: 16 名称: エンコーダ初期通信異常1 

アラーム内容 エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

16.3 エンコーダ初期

通信受信デー

タ異常3 

(1) エンコーダケーブルが

外れている。 

エンコーダケーブル

が正しく接続されて

いるか確認する。 

接続されていな

い。 

正しく接続してください。  

  接続されている。 (3)を確認してください。 

(2) 通信方式のパラメータ

設定が間違っている。 

[Pr. PC04] 

パラメータの設定値

を確認する。 

設定が間違ってい

る。 

正しく設定してください。 

 設定が正しい。 (5)を確認してください。  

(3) エンコーダケーブルに

異常がある。 

エンコーダケーブル

が断線または短絡し

ていないか確認す

る。 

異常がある。 ケーブルを交換または修

理してください。 

 

異常がない。 (5)を確認してください。  

(5) 制御回路電源の電圧

が不安定になった。 

制御回路電源の電

圧を確認する。 

制御回路電源が瞬

停している。 

電源環境を見直してくださ

い。 

 

   異常がない。 (8)を確認してください。 

(6) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

 再現する。 (9)を確認してください。  

(7) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

 再現する。 (10) を確認してください。  

(8) 周囲環境に異常があ

る。 

ノイズ，周囲温度，

振動などを確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

 

16.5 エンコーダ初期

通信送信デー

タ異常1 

[AL. 16.1]の調査方法を実施してください。 

16.6 エンコーダ初期

通信送信デー

タ異常2 

 

16.7 エンコーダ初期

通信送信デー

タ異常3 
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アラーム番号: 16 名称:エンコーダ初期通信異常1 

アラーム内容 エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

16.A エンコーダ初期

通信処理異常1 

(1) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してください。  

    再現する。 (2)を確認してください。 

  (2) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

    再現する。 (3)を確認してください。  

  (3) 周囲環境に問題があ

る 

ノイズ，周囲温度，振

動などを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

 

16.B エンコーダ初期

通信処理異常2 

[AL. 16.A]の調査方法を実施してください。 

16.C エンコーダ初期

通信処理異常3 

  

16.D エンコーダ初期

通信処理異常4 

 

16.E エンコーダ初期

通信処理異常5 

 

16.F エンコーダ初期

通信処理異常6 

 

 

アラーム番号: 17 名称:基板異常 

アラーム内容 ドライバ内部の部品に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

17.1 基板異常1 (1) 電流検出回路に異常

がある。 

サーボオン状態でこ

のアラームが発生す

るか確認する。 

発生する。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

    発生しない。 (2)を確認してください。 

  (2) 周囲環境に異常があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

17.3 基板異常2 [AL. 17.1]の調査方法を実施してください。  

17.4 基板異常3 (1) ドライバの識別信号が

正常に読めなかった。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換してください。  

   再現しない。 (2)を確認してください。  

  (2) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

異常がある。 原因に合った対策を実施し

てください。 

 

17.7 基板異常7 (1) ［AL. 17.4] の調査方法を実施してください。 

 

アラーム番号: 19 名称:メモリ異常3(FLASH-ROM) 

アラーム内容 ドライバ内部の部品(FLASH-ROM)が故障した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

19.1 FLASH-ROM

異常1 

(1) FLASH-ROMが故障し

た。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換してください。  

    再現しない。 (2)を確認してください。 

  (2) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

19.2 FLASH-ROM

異常2 

[AL. 19.1]の調査方法を実施してください。 

19.3 Flash-ROM異

常3 
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アラーム番号: 1A 名称:サーボモータ組合せ異常 

アラーム内容 ドライバとサーボモータの組合せが異なっている。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

1A.1 サーボモータ

組合せ異常 

(1) ドライバとサーボモー

タを間違えて接続し

た。 

サーボモータの形名

を確認し，ドライバと

の組合せを確認す

る。 

組合せが間違って

いる。 

正しい組合せで使用してく

ださい。 

 

   組合せが正しい。 (2)を確認してください。 

  (2) 使用するサーボモー

タと[Pr. PA01]の運転

モード設定の組合せ

が異なる。 

[Pr. PA01] の設定を

確認する。 

回転型サーボモータ

使用時: "_ _ 0 _" 

組合せが間違って

いる。 

[Pr. PA01] を正しく設定してく

ださい。  

 

    組合せが正しい。 (3)を確認してください。  

  (3) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してくださ

い。 

 

1A.2 サーボモータ

制御モード組

合せ異常 

(1) 使用するサーボモー

タと[Pr. PA01]の運転

モード設定の組合せ

が異なる。 

[Pr. PA01] の設定を

確認する。 

回転型サーボモータ

使用時: "_ _ 0 _" 

組合せが間違って

いる。 

[Pr. PA01]を正しく設定して

ください。 

 

1A.4  サーボモータ

組合せ異常2 

(1) ドライバが故障した。 ドライバを交換して再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してください。  

 

アラーム番号: 1B 名称: コンバータ異常 

アラーム内容 サーボオン中にコンバータユニットでアラームが発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

1B.1 コンバータユ

ニット異常 

(1) 保護協調ケーブルが正 

しく接続されていな

い。 

保護協調ケーブルの

接続を確認する。 

接続されていな

い。 

正しく接続してください。  

    接続されている。 (2)を確認してください。 

  (2) サーボオン中にコン

バータユニットでアラー

ムが発生した。 

コンバータユニットのアラームを確認し，コンバータユニットの対処方

法に従って処置してください。 
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アラーム番号: 1E 名称: エンコーダ初期通信異常2 

アラーム内容 エンコーダが故障した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

1E.1 エンコーダ故

障 

(1) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

   再現する。 (2)を確認してください。 

 (2) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，

振動などを確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

 

アラーム番号: 1F 名称: エンコーダ初期通信異常3 

アラーム内容 接続しているエンコーダが対応していない。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

1F.1 エンコーダ未

対応 

(1) ドライバが対応していな

いサーボモータを接続

した。 

サーボモータの形名

を確認する。 

対応していない

サーボモータであ

る。 

対応しているサーボモー

タに交換してください。 

 

対応しているサー

ボモータである。 

(2)を確認してください。 

(2) ドライバのソフトウエア

バージョンがサーボ

モータに対応していな

い。 

ソフトウエアバージョン

を確認し，サーボモー

タが対応しているか確

認する。 

対応していない。 サーボモータに対応したソ

フトウエアバージョンのドラ

イバに交換してください。 

 

対応している。 (3)を確認してください。  

(3) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

再現する。 ドライバを交換してくださ

い。 
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アラーム番号: 20 名称:エンコーダ通常通信異常1 

アラーム内容 エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

20.1 エンコーダ通

信 受信デー

タ異常1 

(1

) 

エンコーダケーブルに

異常がある。 

エンコーダケーブルが

断線または短絡して

いないか確認する。 

異常がある。 ケーブルを修理または交換

してください。 

 

 異常がない。 (2)を確認してください。  

 (2

) 

エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

接続されているか確認

する。 

接続されていな

い 

正しく接続してください。  

 接続されている。 (3)を確認してください。  

 (3

) 

通信方式のパラメータ

設定が間違っている。 

[Pr. PC22] 

パラメータの設定値を

確認する。 

設定が間違って

いる。 

正しく接続してください。  

 設定が正しい。 (4)を確認してください。  

 (4

) 

並列駆動システムの場

合，[Pr. PF40] の設定

が間違っている。 

パラメータの設定値を

確認する 

再現しない。 正しく設定してください。  

再現する。 (5) を確認してください。  

(5

) 

ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再現

性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してください。  

再現する。 (6) を確認してください。 

(6

) 

エンコーダが故障した。 サーボモータを交換し，

再現性を確認する。 

再現しない。 サーボモータを交換してくださ

い。 

 

再現する。 (7) を確認してください。 

(7

) 

周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，振動 

などを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください 

 

20.2 エンコーダ通

信受信データ

異常2 

[AL. 20.1]の調査方法を実施してください。 

20.3 エンコーダ通

信受信データ

異常3 

      

20.5 エンコーダ通

信送信データ

異常1 

(2) エンコーダケーブルに

異常がある。 

[AL. 20.1]の調査方法を実施してください。  

  (3

) 

エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

   

  (5

) 

ドライバが故障した。   

(6

) 

エンコーダが故障した。  

(7

) 

周囲環境に問題があ

る。 

 



8. トラブルシューティング 

8 -  25 

 

 

アラーム番号: 20 名称:エンコーダ通常通信異常1 

アラーム内容 エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

20.6 エンコーダ通信 

送信データ異

常2 

(2) エンコーダケーブルに

異常がある。 

[AL. 20.1]の調査方法を実施してください。  

  (3) エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

  (4) エンコーダを使用してい

る場合，パラメータの設

定が間違っている。 

 

  (5) ドライバが故障した。  

  (6) エンコーダが故障し

た。 

 

  (7) 周囲環境に問題があ

る。 

 

20.7 エンコーダ通常

通信送信データ

異常3 

[AL. 20.1] の調査方法を実施してください。  

20.9 エンコーダ通常

通信送信データ 

異常4 

20.A エンコーダ通常

通信送信データ

異常5 

 

アラーム番号: 21 名称: エンコーダ通常通信異常2 

アラーム内容 エンコーダより異常信号を検出した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

21.1 エンコーダデー

タ異常1 

(1) 発振などにより，過大

な速度または加速度

を検出した。 

制御ゲインを下げて

再現性を確認する。 

再現しない。 制御ゲインを下げた状態

で使用してください。 

 

   再現する。 (2)を確認してください。 

(2) エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

接続されているか確

認する。 

接続されていな

い。 

正しく接続してください。  

 接続されている。 (3)を確認してください。  

(3) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない サーボモータを交換して 

ください。 

 

再現する (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る 

ノイズ，周囲温度，振

動などを確認する。 

環境に問題がある 原因に合った対策を実施し

てください。 

 

21.2 エンコーダデー

タ更新異常 

(1) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

    再現する。 (2)を確認してください。  

  (2) エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

接続されているか確

認する。 

接続されていな

い。 

正しく接続してください。  

接続されている。 (3) を確認してください。 

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など

を確認する。 

環境に問題がある 原因に合った対策を実施し

てください。 

 

21.3 エンコーダデー

タ波形異常 

[AL. 21.2] の調査方法を実施してください。 
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21.4 エンコーダ無信

号異常 

(1) エンコーダの信号が

入力されていない。 

エンコーダのケーブ

ルが正しく配線され

ているか確認する。 

異常がある。 配線を見直してください。  

   異常がない。 (2)を確認してください。 

  (2) エンコーダケーブルの

外部導体がコネクタの

グランドプレートに接続

されていない。 

接続されているか確

認する。 

接続されていない 正しく接続してください。  

接続されている (3) を確認してください。 

21.5 エンコーダハード

ウエア異常1 
[AL. 21.2]の調査方法を実施してください。 

21.6 エンコーダハード

ウエア異常2 

21.9 エンコーダデータ

異常2 
[AL. 21.1]の調査方法を実施してください。 

 

アラーム番号: 24 名称:主回路異常 

アラーム内容 
サーボモータ動力線が地絡した。 

サーボモータが地絡した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

24.1 ハードウエア検

出回路による

地絡検出 

(1) ドライバが故障した。 モータ電源ケーブル 

(U/V/W)を外した状態

でこのアラームが発

生するか確認する。 

発生する。 ドライバを交換してください。  

発生しない。 (2)を確認してください。 

(2) モータ電源ケーブル

が地絡または短絡し

た。 

モータ電源ケーブル

単体で短絡している

か確認する。 

短絡している。 モータ電源ケーブルを交換し

てください。 

 

  短絡していない。 (3)を確認してください。  

(3) サーボモータが地絡

した。 

サーボモータ側の

モータ電源ケーブル

を外し，相間

(U/V/W/ 間)の絶縁

を確認する。 

短絡している。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

短絡していない。 (4)を確認してください。  

(4) 主回路電源ケーブル

とモータ電源ケーブル

が短絡している。 

電源遮断状態で，主

回路電源ケーブルと

モータ電源ケーブル

が接触していないか

確認する。 

接触している。 配線を修正してください。  

 接触していない。 (5)を確認してください。  

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など

を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実施し

てください。 

 

24.2 ソフトウエア検

出処理による

地絡検出 

(1) ドライバが故障した。 モータ電源ケーブル 

(U/V/W) を外した状態

でこのアラームが発生

するか確認する。 

発生する。 ドライバを交換してください。 

発生しない。 (3) を確認してください。 

(2) モータ電源ケーブルが

地絡または短絡した。 

モータ電源ケーブル単

体で短絡しているか確

認する。 

短絡している。 モータ電源ケーブルを交換してく

ださい。 

短絡していない。 (4) を確認してください。 

(3) サーボモータが地絡し

た。 

サーボモータ側のモー

タ電源ケーブルを外し，

相間 (U/V/W/ 間) 

の絶縁を確認する。 

短絡している。 サーボモータを交換して 

ください。 

短絡していない。 (5)5) を確認してください 

(4) 主回路電源ケーブルと

モータ電源ケーブルが

短絡している。 

電源遮断状態で，主回

路電源ケーブルとモー

タ電源ケーブルが接触

していないか確認す

る。 

接触している。 配線を修正してください。 

接触していない。 （6) を確認してください 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度などを

確認する。 

環境に問題がある。  
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アラーム番号: 25 名称:絶対位置消失 

アラーム内容 
絶対位置データに異常があった。 

絶対位置検出システムで初めて電源を投入した。 

表

示 
詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

25.1 サーボモータエ

ンコーダ 絶対

位置消失 

(1) 絶対位置検出システムで

初めて電源を投入した。 

絶対位置検出システ

ムに設定してから，

初めて電源を投入し

たか。 

初めて電源を投

入した。 

バッテリが装着されている

ことを確認して，原点セット

（原点復帰）を実施してくだ

さい。 

 

初めてではない。 (2)を確認してください。 

(2) 1)  バッテリを使用している

場合，制御回路電源オフ

の状態でドライバのCN4の

接続を外した。 

制御回路電源オフ

の状態ででこのよう

にバッテリの接続を

外したか確認する。 

外した。 バッテリが正しく装着されて

いることを確認して，原点

復帰を実施してください。 
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  (6) バッテリの電圧が低

い。 バッテリが消耗し

た。 

テスタでバッテリの

電圧 を確認する。 

約DC 3 V未満であ

る。 

バッテリを交換してくだ さ

い。 

 

約DC 3 V以上であ

る。 

(7) を確認してください。 

(7) エンコーダケーブルの 

バッテリ配線での電圧 

降下が大きい。 

エンコーダケーブル

に推 奨電線を使用

しているか確認す

る。 

接続されていな

い。 

推奨電線を使用してくだ 

さい。 

接続されている。 (8)を確認してください。 

(8) バッテリケーブルに異 

常がある。 

テスタで接触不良が

ない か確認する。 

異常がある。 ドライバを交換してくださ

い。 

異常がない。 (9)を確認してください。 

(9) サーボモータ側でエン 

コーダケーブルの接触 

不良がある。 

テスタで接触不良が

ない か確認する。

サーボモー タ側で

電圧を測定する。 

異常がある。 エンコーダケーブルを修 

理または交換してくださ 

い。 

異常がない。 (10) を確認してください。 

(11) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換して くださ

い。 

再現する。 (12) を確認してくださ
い。 

(12) エンコーダが故障した。 サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 
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アラーム番号: 2B 名称: エンコーダカウンタ異常 

アラーム内容 エンコーダが作成するデータに異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

2B.1 エンコーダカウ

ンタ異常1 

(1) エンコーダケーブルに

異常がある。 

エンコーダケーブル

が断線または短絡し

ていないか確認す

る。 

異常がある。 ケーブルを修理または交

換してください。 

 

異常がない。 (2)を確認してください。  

(2) エンコーダケーブルの 

外部導体がコネクタの 

グランドプレートに接 

続されていない。 

接続されているか確

認す る。 

接続されていな

い。 

正しく接続してくださ い。  

接続されている。 (3)を確認してください。  

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

ダイレクトドライブ

モータを交換し，再

現性を確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

環境に問題がな

い。 

(4) を確認してください。 

(4) エンコーダが故障し

た。 

ダイレクトドライブ

モー タを交換し，再

現性を確 認する。 

再現しない。 ダイレクトドライブモー タ

を交換してください。 

2B.2 エンコーダカウ

ンタ異常2 

[AL. 2B.1] の調査方法を実施してください。 

 

アラーム番号: 30 名称:回生異常 

アラーム内容 
内蔵回生抵抗器または回生オプションの許容回生電力を超えた。 

ドライバ内部の回生トランジスタが故障した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

30.1 回生発熱量異

常 

(1) 回生抵抗器(回生オプ

ション)の設定にミスが

ある。 

使用している回生抵

抗器(回生オプショ

ン)と[Pr. PA02]の設

定値を確認する。 

設定値が間違って

いる。 

正しく設定してくだ

さい。 

 

正しく設定されてい

る。 

(2)を確認してくださ

い。 

(2) 回生抵抗器(回生オプ

ション)が接続されてい

ない。 

回生抵抗器(回生オ

プション)が正確に接

続されているか確認

する。 

正確に接続されて

いない。 

正しく接続してくだ

さい。 

正確に接続されて

いる。 

(3)を確認してくださ

い。 

 

(3) 回生抵抗器 (回生オ

プション) とドライバの

組合せを間違えて接

続した。 

回生抵抗器 (回生オ

プション) とドライバ

が指定の組合せか

確認する。 

組合せが間違って

いる。 

正しい組合せで使

用してください。 

 

組合せが正しい。 (4)を確認してくださ

い。 

 

(4) 電源電圧が高い。 入力電源の電圧が

規定値を超えていな

いか確認する。 

AC 264 V 

規定値を超えてい

る。 

電源電圧を下げて

ください。 

 

規定値以下であ

る。 

(5) を確認してくだ

さい。 
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  (5) 回生負荷率が100%を

超えている。 

アラーム発生時の回

生負荷率を確認す

る。 

100%以上である。 位置決め頻度を下げてく

ださい。減速時定数を長く

してください。負荷を小さく

してください。回生オプショ

ンを使用していない場合

は，回生オプションを使用

してください。回生オプショ

ンの容量を見直してくださ

い。 

 

30.2 回生信号異常 (1) ドライバの検出回路が

故障した。 

回生抵抗器(回生オ

プション)が異常発熱

しているか確認す

る。 

異常発熱している。 ドライバを交換してくださ

い。 

30.3 回生フィード

バック信号異

常 

(1) ドライバの検出回路が

故障した。 

回生オプションまた

は内蔵回生抵抗器

を外して電源を投入

したとき，このアラー

ムが発生するか確 

認する。 

このアラームが発

生する。 

ドライバを交換してくださ

い。 

このアラームが発

生しない。 

(2)を確認してください。 

(2) 周囲環境に異常があ

る。 

ノイズ，地絡，周囲

温度などを確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 
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アラーム番号: 31 名称:過速度 

アラーム内容 サーボモータの回転速度が瞬時許容回転速度を超えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

31.1 モータ回転速

度異常異常 

(1) 指令パルス周波数が

高 い。 

指令パルス周波数

を確認 する。 

指令パルス周波数

が高 い。 

運転パターンを見直して 

ください。 

 

指令パルス周波数

が低 い。 

(2) を確認してください。 

(2) 電子ギアの設定が正

し くない。 

実際のモータ速度

が，[Pr. PC08 過速

度アラーム検出レベ

ル]の設定値より大

きいことを確認する。 

設定値が間違って

いる。 

設定を見直してくださ い。  

設定値が正しい。 (5) を確認してください。  

(3) サーボモータが加速

時に最大トルクになっ

ている。 

加速時にトルクが最

大トルクに なってい

ないか確認す る。 

最大トルクになって

いる。 

加減速時定数を長くして 

ください。または負荷を小

さくしてください。 

 

最大トルク未満で

ある。 

(5) を確認してください。 

(4) サーボ系が不安定で

発振している。 

サーボモータが発振

していないか確認す

る。 

発振している。 サーボゲインを調整してく

ださい。または負荷を小さ

くしてください。 

 

発振していない。 (7)を確認してください。  

(5) 速度波形がオーバ

シュートした。 

加減速時定数が短

すぎてオーバシュー

トしていないか確認

する。 

オーバシュートして

いる。 

加減速時定数を長くしてく

ださい。 

 

オーバシュートして

いな い。 

(8) を確認してください。  

(7) サーボモータの接続

が間違っている。 

U/V/Wの配線を確

認する。 

間違っている。 正しく設定してくださ い。  

 間違っていない。 (11) を確認してくださ い。 

(8) エンコーダが故障し 

た。 

瞬時許容回転速度

以下のときにこのア

ラームが発生して い

るか確認する。 

瞬時許容回転速度

以下のときにア

ラームが発生して

い る。 

サーボモータを交換してく

ださい。 
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アラーム番号: 32 名称:過電流 

アラーム内容 ドライバに許容電流以上の電流が流れた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

32.1 ハードウエア

検出回路によ

る過電流検出 

(運転中) 

(1) ドライバが故障した。 モータ電源ケーブル 

(U・V・W)を外した状

態でこのアラームが

発生するか確認す

る。 

発生する。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

発生しない。 (2)を確認してください。 

(2) モータ電源ケーブル

が地絡または短絡し

た。 

モータ電源ケーブル

単体で短絡している

か確認する。 

短絡している。 モータ電源ケーブルを交

換してください。 

短絡していない。 (3)を確認してください。 

(3) サーボモータが故障し

た。 

サーボモータ側の

モータ電源ケーブル

を外し，相間(U・V・

W・ 間)の絶縁を確

認する。 

地絡している。 サーボモータを交換してく

ださい。 

地絡していない。 (4)を確認してください。 

(4) ダイナミックブレーキ

が故障した。 

サーボオン指令をオ

ンにしたときにこの

アラームが発生する

か確認する。 

発生する。 ドライバを交換して くださ

い。 

発生しない。 (7) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施

してください。 

環境に問題がな

い。 

[AL. 45.1]の調査方法を実

施してください。 
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アラーム番号: 32 名称:過電流 

アラーム内容 ドライバに許容電流以上の電流が流れた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

32.2 ソフトウエア検

出処理による

過電流検出 

(運転中) 

(1) サーボゲインが高い。 振動が発生していな

いか確認する。 

振動が発生してい

る。 

速度制御ゲイン ([Pr. 

PB09])を小さくしてください。 

 

振動が発生してい

ない。 

(2)を確認してください。 

(2) ドライバが故障した。 モータ電源ケーブル 

(U・V・W)を外した状

態でこのアラームが

発生するか確認す

る。 

発生する。 ドライバを交換してください。  

発生しない。 (3)を確認してください。  

(3) モータ電源ケーブル

が地絡または短絡し

た。 

モータ電源ケーブル

単体で短絡している

か確認する。 

短絡している。 モータ電源ケーブルを交換

してください。 

 

短絡していない。 (4)を確認してください。  

(4) サーボモータが故障し

た。 

サーボモータ側の

モータ電源ケーブル

を外し，相間

(U/V/W/ 間)の絶

縁を確認する。 

短絡している。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

短絡していない。 (6) を確認してください。  

(5) 周囲環境に異常があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

 

32.3 ハードウエア

検出回路によ

る過電流検出 

(停止中) 

[AL. 32.1]の調査方法を実施してください。 

32.4 ソフトウエア検

出処理による

過電流検出 

(停止中) 

[AL. 32.2]の調査方法を実施してください。 
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アラーム番号: 33 名称:過電圧 

アラーム内容 母線電圧の値が規定値を超えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

33.1 主回路電圧異

常 

(1) 回生抵抗器(回生オプ

ション)の設定にミスが

ある。 

使用している回生抵

抗器(回生オプショ

ン)と[Pr. PA02]の設

定値を確認する。 

設定値が間違って

いる。 

正しく設定してください。  

正しく設定されてい

る。 

(2)を確認してください。 

(2) 回生抵抗器(回生オプ

ション)が接続されてい

ない。 

回生抵抗器(回生オ

プション)が正確に接

続されているか確認

する。 

正確に接続されて

いない。 

正しく接続してください。 

正確に接続されて

いる。 

(3)を確認してください。  

(3) 内蔵回生抵抗器また

は回生オプションが断

線している。 

内蔵回生抵抗器ま

たは回生オプション

の抵抗値を測定す

る。 

抵抗値に異常があ

る。 

内蔵回生抵抗器を使用

している場合は，ドライ

バを交換してください。

回生オプションを使用し

ている場合は，回生オ

プションを交換してくださ

い。 

 

 抵抗値に異常がな

い。 

(4)を確認してください。  

(4) 回生容量が不足して

いる。 

減速時定数を長く設

定し，再現性を確認

する。 

再現しない。 内蔵回生抵抗器を使用

している場合は，回生オ

プションを使用してくださ

い。回生オプションを使

用している場合は，容量

の大きい回生オプション

を使用してください。 

 

再現する。 (5)を確認してください。  

(5) 電源電圧が高い。 入力電源の電圧が
規定値 を超えてい
ないか確認する。 
AC 264 V 

規定値を超えて

いる 

入力電圧を低くしてくだ

さい。 

 

規定値以下であ

る。 

(6)を確認してください。  

(6) 周囲環境に異常があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実

施してください。 
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アラーム番号: 35 名称:指令周波数異常 

アラーム内容 入力される指令周波数が高すぎる。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

35.1 指令周波数異

常 

(1) 指令パルス周波数が

高い。 

指令パルス周波数

を確認する。 

指令パルス周波数

が高 い。 

運転パターンを見直してく

ださい。 

 

 指令パルス周波数

が低 い。 

(2)を確認してください。 

(2) [Pr. PA13] の "指令

入力 パルス列フィル

タ選択"の設定が正し

くない。 

手動パルス発生器

の入力 周波数を確

認する。 

指令パルス周波数

が高 い。 

フィルタの設定を見直し 

てください。 

 

 指令パルス周波
数が設定 範囲内
である。 

(6) を確認してください。  

(3) 手動パルス発生器か

ら の入力周波数が高

い。 

手動パルス発生器

の入力 周波数を確

認する。 

指令パルス周波数

が高 い。 

手動パルス発生器の入力 

周波数を低くしてくださ 

い。 

 

指令パルス周波数

が低 い。 

(6) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

 

アラーム番号: 37 名称:パラメータ異常 

アラーム内容 
・パラメータの設定値が異常である。 

・ポイントテーブルの設定値が異常である。  

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

37.1 パラメータ設

定範囲異常 

(1) 設定範囲外に設定し

たパラメータがある。 

パラメータエラー番

号を確認し、パラ

メータの設定値を確

認する。 

設定範囲外であ

る。 

設定範囲内の値に修正し

てください。 

 

 設定範囲内である (2)を確認してください。 

(2) 設定したパラメータの

組合せに矛盾がある。 

パラメータエラー番

号を確認し、パラ

メータの設定値を確

認する。 

設定範囲外であ

る。 

フィルタの設定を見直し 

てください。 

 

  設定範囲内である (6) を確認してください。  

(3) ドライバの故障によ

り、パラメータの設定

値が変わった。 

ドライバを交換し、再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバﾟを交換してくださ

い。 

 

37.2 パラメータ組

合せ異常 

(1) 設定したパラメータの

組合せに矛盾があ

る。 

パラメータエラー番

号を確認し、パラ

メータの設定値を確

認する。 

設定値に異常があ

る。 

設定値を修正してくださ

い。 

 

37.3 ポイントテーブ

ル設定による

異常 

(1) 設定したポイントテー

ブル設定に異常があ

る。 

ポイントテーブルの

設定値が設定範囲

内であるか確認す

る。ドライバ表示部

のパラメータエラー

番号/ポイントテーブ

ルエラー番号を確認

してください。また

は、MR configrator2

のポイントテーブル

画面で設定値を確

認してください。 

設定値に異常があ

る。 

設定値を修正してくださ

い。 

 

設定値に異常がな

い。 

(2)を確認してください。 
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(2) ドライバの故障により

ポイントテーブルの設

定値が変わった。 

ドライバを交換し、再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

37.4 指令電子ギア

設定異常2 

(1) 電子ギア比が推奨範

囲外に設定されてい

る 

[Pr. PA06] および 

[Pr. PA07] の設定を

確認する。 

電子ギア比が推奨

範囲外に設定され

ている。 

推奨範囲内に設定してく

ださい。 

 

     電子ギア比が推奨

範囲内に設定され

ている。 

(2) を確認してください。  

  (2) ドライバの故障により

電子ギアの設定値が

変わった。 

ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

 

アラーム番号: 39 名称: プログラム異常 

アラーム内容 プログラム運転で使用するプログラムに異常がある。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

39.1 プログラム異常 (1) 電源投入時，プログラ 

ムのチェックサムが一 

致しなかった。(プログラ

ムに異常があった。) 

プログラムの書込み時に 

異常 (ノイズの混入，電源

のオフなど) がないか確

認する 

異常がある。 プログラムの再書込みを 

実施してください。 

 

異常がない。 (2)を確認してください。 

(2) ドライバの故障に より

プログラムが書き変

わった。 

ドライバを交換し，再現性

を確認する。 
再現しない。 ドライバを交換して くださ

い。 

 

39.2 命令引数範囲

外異常 

(1) プログラム初期化後に 

一度もプログラムの書

込みを行っていない。 

プログラムの書込みを実 

施したか確認する 

実施していな

い。 

プログラムの書込みを実 

施してください。 

 

実施した。 (3) を確認してください。 
 

(2) コマンドの引数が仕様 

範囲外の値を使用して 

いる。 

コマンドの記述に異常が 

ないか確認する。 

異常がある。 コマンドの記述を修正してく
ださい。 

 

異常がない。 (3) を確認してください。 

(3) ドライバの故障によりプ

ログラムが書き変わっ

た。 

ドライバを交換し，再現性

を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 

 

39.3 レジスタ数異常  (1) コマンドで使用してい 

る汎用レジスタの指定 

番号が仕様範囲外の

値 である。 

コマンドの記述に異常が 

ないか確認する。 

異常がある。 コマンドの記述を修正し て
ください。 

 

(2) を確認してください。 

(2) ドライバの故障によりプ

ログラムが書き 変わっ

た。 

ドライバを交換し，再現性

を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 

 

39.4 未対応命令異

常 

(1) プログラムで未対応の 

コマンドを使用してい 

る。 

コマンドの記述に異常が 

ないか確認する。 

異常がある。 コマンドの記述を修正してく
ださい。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) ドライバの故障によりプ

ログラムが書き 変わっ

た。 

ドライバを交換し，再現性

を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 

 

 

アラーム番号: 3A 名称:突入電流抑制回路異常 

アラーム内容 突入電流抑制回路の異常を検出した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

3A.1 突入電流抑制

回路異常 

(1) 突入電流抑制回路が

故障した。 

ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 
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アラーム番号: 3E 名称:運転モード異常 

アラーム内容 運転モード設定が変更された。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

3E.6 運転モード切換

え異常 

(1) ドライバに記憶し てい

る位置決めデータ の方

式 (ポイントテーブ ル

方式/プログラム方式) 

と位置決めモード (ポ 

イントテーブル方式/プ 

ログラム方式) に差異

がある。 

位置決めモード (ポイ

ン トテーブル方式/プ

ログラム方式) を変更

したか 確認する。 

位置決めモード: [Pr. 

PA01] "_ _ _ x"。 

変更した。 (変更す

る意図がある場 合) 

位置決めモードを変更し た

あと，ポイントテーブ ル方

式/プログラム方式 を初期

化してください。 

 

変更する意図はな

く、誤って位置決め

モードを変更してし

まった。 

位置決めモードの設定を元

に戻してください。 

 

アラーム番号: 45 名称:主回路素子過熱 

アラーム内容 ドライバ内部が異常過熱した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

45.1 主回路素子温

度異常1 

(1) 周囲温度が55℃を超

えた。 

周囲温度を確認す

る。 

55℃を超えてい

る。 

周囲温度を下げてくださ

い。 

 

     55℃以下である。 (2)を確認してください。 

  (2) 密着取付けの仕様を

満たしていない。 

密着取付けの仕様

を確認する。 

仕様を満たしてい

ない。 

仕様の範囲内で使用して

ください。 

     仕様を満たしてい

る。 

(3)を確認してください。  

  (3) 過負荷の状態で繰り

返し電源のオフ/オン

を実施した。 

過負荷の状態が何

度も発生したか確認

する。 

発生した。 運転パターンを見直してく

ださい。 

 

   発生していない。 (4)を確認してください。  

  (4) 冷却ファン，冷却フィ

ン，および開口部が目

詰まりしている。 

冷却ファン，冷却フィ

ン，および開口部を

清掃し，再現するか

確認する。 

再現しない。 定期的に清掃してくださ

い。 

 

   再現する。 (5)を確認してください。  

  (5) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

45.2 主回路素子温

度異常2 

(1) ［AL.45.1］の調査方法を実施してください。  
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アラーム番号: 46 名称: サーボモータ過熱 

アラーム内容 サーボモータが異常過熱した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

46.1 サーボモータ

温度異常1 

(1) サーボモータの周囲

温度が40℃を超えた。 

サーボモータの周囲

温度を確認する。 

40℃を超えてい

る。 

周囲温度を下げてくださ

い。 

 

     40℃以下である。 (2)を確認してください。 

  (2) サーボモータが過負

荷状態になっている。 

実効負荷率を確認

する。 

実効負荷率が高

い。 

負荷を小さくするか，運転

パターンを見直してくださ

い。 

     実効負荷率が低

い。 

(3)を確認してください。  

  (3) エンコーダ内のサーマ

ルセンサが故障した。 

アラーム発生時の

サーボモータ温度を

確認する。 

サーボモータ温度

が低い。 

サーボモータを交換してく

ださい。 

 

46.3 サーミスタ未

接続 

(1) 並列駆動システムの

場 合，パラメータの設

定 および軸番号の設

定が 間違っている。 

Pr. PF37 並列駆動
エン コーダ ID 設定
1] の設定 を確認す
る。 [Pr. PF40 並列
駆動サーボ モータ
端システム設定] と
各ドライブユニット
の 軸番号補助設定
スイッチ (SW2-3，
SW2-4) および軸選
択ロータリスイッチ 
(SW1) の設定が
合っているか確認
する。 

正しく設定されてい

ない。 

パラメータおよび軸番号

を正しく設定してください。 

 

    正しく設定されてい

る。 

(2) を確認してください。  

  (2) 並列駆動システムの

場合，エンコーダマス

タド ラ イ バ を 交 換 し

て く だ さ い 。 に，サー

ボモータからのエン

コーダケーブルが接

続されていない。 

サーボモータからの

エンコーダケーブル

が，ドライバを交換し

てください。へ接続さ

れているか確認す

る。 

接続されていな

い。 

サーボモータのエンコー 

ダケーブルをドライバを交

換してください。へ接続し

てください。ドライバを交

換してください。とエンコー

ダス レーブドライバを交

換してください。軸番号の

順に接続してください。 

 

    接続されている。 (3) を確認してください。  

  (3) サーミスタ線が接続さ

れていない。 

サーミスタ線が接続

されているか確認す

る。 

接続されていな

い。 

正しく接続してくださ い。  

接続されている。 (4) を確認してください。 

  (5) サーミスタ線が断線し 

ている。 

サーミスタ線が断線し

ていないか確認す

る。 

断線している。 リード線を修理してくださ
い。 

 

断線していない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

46.5 サーミスタ回

路異常 

(1) ドライバのサーミスタ

回路が故障した。 

ドライバを交換して

再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い 

 

46.5 サーボモータ

温度異常3 

[AL. 46.1]の調査方法を実施してください。  

46.6 サーボモータ

温度異常4 

(1) ドライバの連続出力電

流より大きな電流が流

れた。 

実効負荷率を確認

する。 

実効負荷率が高

い。 

負荷を小さくするか，運転

パターンを見直してくださ

い。またはサーボモータの

容量を上げてください。 
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アラーム番号: 47 名称:冷却ファン異常 

アラーム内容 
ドライバの冷却ファンの回転速度が低下した。 

ファンの回転速度がアラーム発生レベル以下になった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

47.1 冷却ファン停

止異常 

(1) 冷却ファンに異物が

混入した。 

冷却ファンに異物が

挟まっていないか確

認する。 

挟まっている。 異物を除去してください。  

    挟まっていない。 (2)を確認してください。 

  (2) 冷却ファンが寿命であ

る。 

冷却ファンが停止し

ているか確認する。 

停止している。 ドライバを交換してくださ

い 

47.2 冷却ファン回

転速度低下異

常 

(1) 冷却ファンに異物が

混入した。 

冷却ファンに異物が

挟まっていないか確

認する。 

挟まっている。 異物を除去してください。  

   挟まっていない。 (2)を確認してください。  

  (2) 冷却ファンが寿命であ

る。 

冷却ファンの回転速

度を確認する。 

冷却ファンの回転

速度がアラーム発

生レベル以下であ

る。 

ドライバを交換してくださ

い 

 

 

アラーム番号: 50 名称:過負荷1 

アラーム内容 ドライバの過負荷保護特性を超えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

50.1 運転時過負荷

サーマル異常

1 

(1) モータ電源ケーブル

が断線した。 

モータ電源ケーブル

を確認する。 

断線している。 モータ電源ケーブルを修

理または交換してくださ

い。 

 

     断線していない。 (2)を確認してください。 

  (2) サーボモータの接続

が間違っている。 

U・V・Wの配線を確

認する。 

間違っている。 正しく接続してください。  

     間違っていない。 (3)を確認してください。  

  (3) ロックが解除さ れてい

ない。(ロックが利いて

いる状態) 

運転中にロックが解

除されているか確認

する。 

解除されていな

い。 

ロックを解除してください。  

   解除されている。 (4)を確認してください。  

  (5) ドライバの連続出力電

流より大きな電流が流

れた。 

実効負荷率を確認

する。 

実効負荷率が高

い。 

負荷を小さくしてくださ 

い。またはサーボモータ 

の容量を上げてくださ い。 

 

     実効負荷率が低

い。 

(6)を確認してください。 

  (6) サーボ系が不安定で

共振している。 

共振しているか確認

する。 

共振している。 ゲイン調整を実施してく 
ださい。 

    共振していない。 (8)  を確認してください。  

  (7) ドライバが故障した。 ドライバを交換し， 

再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い 

 

共振していない。 (9) を確認してください。 

  (8) エンコーダが故障し 

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

50.2 運転時過負荷

サーマル異常

2 

[AL. 50.1]の調査方法を実施してください。 

50.3 運転時過負荷

サーマル異常

4 
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アラーム番号: 50 名称:過負荷1 

アラーム内容 ・ドライバの過負荷保護特性を超えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

50.4 停止時過負荷

サーマル異常

1 

(1) 機械に衝突した。 機械に衝突したか確

認する。 

衝突した。 運転パターンを見直してく

ださい。 

 

     衝突していない。 (2)を確認してください。 

  (2) モータ電源ケーブル

が断線した。 

モータ電源ケーブル

を確認する。 

断線している。 モータ電源ケーブルを修

理または交換してくださ

い。 

     断線していない。 (3)を確認してください。  

  (3) サーボロック時にハン

チングしている。 

ハンチングしているか

確認する。 

ハンチングしてい

る。 

ゲイン調整を実施してくださ

い。 

 

   ハンチングしていな

い。 

(4)を確認してください。  

  (4) ロックが解除されていな

い。(ロックが利いている

状態) 

ロックが解除されてい

るか確認する。 

されていない。 ロックを解除して ください。  

   解除されている。 (6)を確認してください。  

  (6) ドライバの連続出力電

流より大きな電流が流

れた。 

実効負荷率を確認

する。 

実効負荷率が高

い。 

負荷を小さくしてくださ い。

またはサーボモータの容量

を上げてくださ い。 

 

    実効負荷率が低

い。 

(7)を確認してください。 

  (7) サーボ系が不安定で

共振している。 

共振しているか確認

する。 

共振している。 ゲイン調整を実施してく だ

さい。 

   共振していない。 (9)を確認してください。  

  (8) ドライバが故障した。 ドライバを交換し， 

再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

再現する。 (10) を確認してください。 

  (9) エンコーダ，サーボ 

モータが故障した。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

50.5 停止時過負荷

サーマル異常

2 

[AL. 50.4]の調査方法を実施してください。  

50.6 停止時過負荷

サーマル異常

4 
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アラーム番号: 51 名称:過負荷2 

アラーム内容 機械の衝突などで最大出力電流が連続して流れた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

51.1 運転時過負荷

サーマル異常

3 

(1) モータ電源ケーブル

が断線した。 

モータ電源ケーブル

を確認する。 

断線している。 モータ電源ケーブルを修

理または交換してくださ

い。 

 

     断線していない。 (2)を確認してください。 

  (2) サーボモータの接続

が間違っている。 

U・V・Wの配線を確

認する。 

間違っている。 正しく接続してください。 

     間違っていない。 (3)を確認してください。  

  (3) エンコーダケーブルの

接続が間違っている。 

エンコーダケーブル

が正しく接続されて

いるか確認する。 

間違っている。 正しく接続してください。  

    間違っていない。 (5)を確認してください。  

  (5) トルクが不足してい

る。 

ピーク負荷率を確認

する。 

トルクが飽和してい

る。 

負荷を小さくするか，運転パ

ターンを見直してください。

またはサーボモータの容量

を上げてください。 

 

     トルクが飽和してい

ない。 

(6) を確認してください。  

  (6) ドライバが故障した。 ドライバを交換し， 
再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

    再現する。 (7)を確認してください。  

  (7) エンコーダまたはサー 

ボモータが故障した。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

51.2 停止時過負荷

サーマル異常

3 

(1) 機械に衝突した。 機械に衝突したか確

認する。 

衝突した。 運転パターンを見直してく

ださい。 

 

     衝突していない。 (2)を参照してください。  

  (2) モータ電源ケーブル

が断線した。 

[AL. 51.1]の調査方法を実施してください。 

  (3) サーボモータの接続

が間違っている。 

    

  (4) エンコーダケーブルの

接続が間違っている。 

    

  (6) ト ル ク が 飽 和 し て い

る。 

    

  (7) ドライバが故障した。     

  (8) エンコーダが故障し

た。 
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アラーム番号: 52 名称:誤差過大 

アラーム内容 溜りパルスがアラーム発生レベルを超えた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

52.1 溜りパルス過

大1 

(1) モータ電源ケーブル

が断線した。 

モータ電源ケーブル

を確認する。 

断線している。 モータ電源ケーブルを修

理または交換してくださ

い。 

 

     断線していない。 (2)を確認してください。 

  (2) サーボモータの接続

が間違っている。 

U・V・Wの配線を確

認する。 

間違っている。 正しく接続してください。 

     間違っていない。 (3)を確認してください。  

  (3) エンコーダケーブルの

接続が間違っている。 

エンコーダケーブル

が正しく接続されて

いるか確認する。 

間違っている。 正しく接続してください。  

    間違っていない。 (4)を確認してください。  

  (4) トルク制限が有効に

なっている。 

トルク制限中になっ

ていないか確認す

る。 

トルク制限中になっ

ている。 

トルク制限値を大きくして

ください。 

 

    トルク制限中になっ

ていない。 

(5)を確認してください。  

  (5) 機械に衝突した。 機械に衝突したか確

認する。 

衝突した。 運転パターンを見直してく

ださい。 

 

     衝突していない。 (6)を確認してください。  

  (6) ロックが解除さ れてい

ない。(ロックが利いて

いる状態) 

ロックが解除され て

いるか確認する。 

解除されていな

い。 

ロックを解除してください。  

解除されている。 (7) を確認してください。 

  (7) トルクが不足してい

る。 

ピーク負荷率を確認

する。 

トルクが飽和してい

る。 

負荷を小さくするか，運転

パターンを見直してくださ

い。またはサーボモータ

の容量を上げてください。 

 

     トルクが飽和してい

ない。 

(7)を確認してください。  

  (8) 電源電圧が降下した。 母線電圧の値を確

認する。 

母線電圧が低い。 電源電圧や電源設備容

量を見直してください。 

 

     母線電圧が高い。 (8)を確認してください。  

  (9) 加減速時定数が短

い。 

加減速時定数を長く

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 加減速時定数を長くしてく

ださい。 

 

    再現する。 (9)を確認してください。  

  10

) 

位置制御ゲインが小

さい。 

位置制御ゲインを大

きくして，再現性を確

認する。 

再現しない。 位置制御ゲイン [Pr. 

PB08]を大きくしてくださ

い。 

 

     再現する。 (11)を確認してください。  

  (11) 誤差過大アラームレ

ベルが正しく設定され

ていない。 

誤差過大アラーム
レベル の設定を確
認する。  
 [Pr. PC01], 
 [Pr. PC06] 

正しく設定されてい

ない。 

正しく設定してくださ い。  

正しく設定されてい

る。 

(12) を確認してくださ い。 
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  (12) 外力によりサーボ

モータ軸が回された。 

サーボロック状態で

実位置を測定す

る。 

サーボモータが外

力で回されてい

る。 

機械を見直してくださ 

い。 

 

サーボモータが外

力で回されていな

い。 

(13) を確認してくださ 

い。 

(13) サーボモータ回転中

にサーボオンを実施

した。  

サーボオン時の実

位置を測定する。 

サーボモータ回転

中にサーボオンに

している。  

サーボオンにするタイミ 

ングを見直してくださ 

い。 

 

サーボモータ回転

中にサーボオンに

していな い。 

(14) を確認してくださ 

い。 

(14) エンコーダまたは

サーボモータが故障

した。 

サーボモータを交

換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 ドライバを交換して くださ

い。 

 

 

再現する。 (15) を確認してくださ 

い。 

(15) ドライバが故障し た。 ドライバを交換し，

再現性を確認す

る。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

52.3 溜りパルス過

大2 

[AL. 52.1]の調査方法を実施してください。 

52.4 トルク制限ゼ

ロ時誤差過大 

(1) トルク制限値が0に

なっている。 

トルク制限値を確認

する。 

トルク制限値が0に

なっている。 

トルク制限値が0の状態で

指令を入力しないでくださ

い。 

 

52.5 溜りパルス過

大3 

[AL. 52.1] の調査方法を実施してください。 

 
アラーム番号: 54 名称:発振検知 

アラーム内容 サーボモータの発振状態を検出した。 

表

示 
詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

54.1 発振検知異

常 

(1) サーボ系が不安定で

発振している。 

サーボモータが発

振して いないか確

認する。MR 

Configurator2TMでト

ルク波形を確認す

る。 

トルク波形が振動

している。 

オートチューニングで

サーボゲインを調整して

ください。機械共振抑制

フィルタを設定してくださ

い。 

 

   トルク波形が振動

していない。 

(2)を確認してください。  

  (2) 経年劣化により共振

周波数が変わった。 

装置の共振周波数

を測定し，機械共

振抑制フィルタの設

定値と比較する。 

装置の共振周波

数とフィルタの設

定値が異なってい

る。 

機械共振抑制フィルタの

設定を変更してください。 

 

   装置の共振周波

数とフィルタの設

定値が同じであ

る。 

(3)を確認してください。  

  (3) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交

換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 サーボモータを交換して

ください。 
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アラーム番号: 56 名称:強制停止異常 

アラーム内容 強制停止減速中にサーボモータが正常に減速しなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

56.2 強制停止時

オーバスピード 

(1) 強制停止時減速時

定数が短い。 

[Pr. PC24] 

パラメータの設定値

を大きくし，再現性を

確認する。 

再現しない。 減速時定数を調整してくだ

さい。 

 

   再現する。 (2)を確認してください。 

  (2) トルク制限が有効に

なっている。 

トルク制限中になっ

ていないか確認す

る。 

トルク制限中になっ

ている。 

トルク制限値を見直してくだ

さい。 

 

    トルク制限中になっ

ていない。 

(3)を確認してください。  

  (3) サーボ系が不安定で

発振している。 

サーボモータが発振

して いないか確認す

る。 MR 

Configurator2でトル 

ク波形を確認する。 

トルク波形が振動

している。 

サーボゲインを調整してくだ

さい。機械共振抑制フィルタ

を設定してください。 

 

    トルク波形が振動

していない。 

(4)を確認してください。  

  (4) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

56.3 強制停止時減

速予測距離

オーバ 

(1) 強制停止時減速時

定数が短い。 

[Pr. PC24] 

パラメータの設定値

を大きくし，再現性を

確認する。 

再現しない。 減速時定数を調整してくだ

さい。 

 

   再現する。 (2)を確認してください。  

  (2) トルク制限が有効に

なっている。 

トルク制限中になっ

ていないか確認す

る。 

トルク制限中になっ

ている。 

トルク制限値を見直してくだ

さい。 

 

    トルク制限中になっ

ていない。 

(3)を確認してください。  

  (3) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

 

アラーム番号: 61 名称: オペレーションエラー 

アラーム内容 位置決め機能のオペレーションに異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

61.1 ポイントテーブ

ル設定範囲異

常 

(1) ポイントテーブルの
最後 (255) の補助機
能に"1"または "3" 
を設定していた。 

"1"または "3" を
設定していないか
確認する。 
 
 

設定していた。 設定を見直してください。  

 

 

アラーム番号: 63 名称:STOタイミング異常 

アラーム内容 モータ回転中にSTOになった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

63.1 STO1 オフ (1) 次の速度条件のとき
にSTO1がオフした。 
1) サーボモータの回

転速度:50r/min以
上 

STO1がオフ (有効) 

になっているか確認

する。 

オフ (有効) になっ

ている。 

STO1をオン (無効) にし 

てください。 

 

63.2 STO2 オフ (1) 次の速度条件のとき
にSTO2がオフした。 
1) サーボモータの回

転速度:50r/min以
上 

STO2ががオフ (有

効)しているか確認

する。 

オフ (有効)してい

る。 

STO2をオン(無効)にしてく

ださい。 
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アラーム番号: 63 名称: STOタイミング異常 

アラーム内容 モータ回転中にSTO入力信号がオフになった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

63.5 機能安全ユ
ニットによる
STO 

(1) 次の速度条件のとき
に機能安全ユニット
の STO がオフ (有
効) になった。 
1)  サーボモータの
回転速度: 50 r/min
以上 

機能安全ユニットの
STOがオフ (有効) 
になっているか確認
する。 

オフ (有効) になっ
ている。 

設定を見直してください。  

 
アラーム番号: 64 名称: 機能安全ユニット設定異常 

アラーム内容 ドライバまたは機能安全ユニットの設定に異常があった。 

表
示 

詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

64.1 STO入力異
常 

(1) 機能安全ユニットを
使用している場合，ド
ライバの CN8 にコネ
クタが接続されてい
る。 

CN8コネクタの接続
を確認する。 

接続されている。 ドライバの制御回路電源
をオフにして，CN8のコネ
クタを外してください。 
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アラーム番号: 65 名称: 機能安全ユニット接続異常 

アラーム内容 機能安全ユニットとドライバとの通信または信号に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

65.1 機能安全ユニ

ット通信異常1 

(1) 機能安全ユニットが外

れている。 

機能安全ユニットの

取付けを確認する。 

外れている。 ドライバの制御回路電源

をオフにして，機能安全ユ

ニットを取り付けてくださ

い。 

 

接続されている。 (2) を確認してください。 

(2) 機能安全ユニットが
故障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

 

 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3) ドライバが故障し
た。 

ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題が
ある。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

65.2 機能安全ユ

ニット通信異

常2 

[AL. 65.1] の調査方法を実施してください。  

65.3 機能安全ユ

ニット通信異

常3 

  

 

65.4 機能安全ユ

ニット通信異

常4 

 

65.5 機能安全ユ

ニット通信異

常5 

 

65.6 機能安全ユ

ニット通信異

常6 

 

65.7 機能安全ユ

ニット通信異

常7 

 

65.8 機能安全ユ

ニット遮断信

号異常1 

  

 

65.9 機能安全ユ

ニット遮断信

号異常2 
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アラーム番号: 66 名称: エンコーダ初期通信異常 (安全監視機能) 

アラーム内容 
・接続しているエンコーダが対応していない。 

・エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

66.1 エンコーダ初

期通信受信デ

ータ異常1 (安

全監視機能) 

(1) エンコーダケーブルに

異常がある。 

 

エンコーダケーブル

が断線または短絡し

ていないか確認する

。 

 

 

 

 

 

 

異常がある。 ケーブルを交換または修 理

してください。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。  

(2) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してください。  

再現する。 (3) を確認してください。  

(3) エンコーダが故障した

。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

再現する。 (4) を確認してください。  

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，

振動などを確認する

。 

環境に問題がある

。 

原因に合った対策を実施し

てください。 

 

66.2 エンコーダ初

期通信受信

データ異常2 

(安全監視機

能) 

 

 

[AL. 66.1] の調査方法を実施してください。 

 

66.3 エンコーダ初

期通信受信

データ異常3 

(安全監視機

能) 

66.7 エンコーダ初

期通信送信

データ異常1 

(安全監視機

能) 

 

アラーム番号: 66 名称: エンコーダ初期通信異常 (安全監視機能) 

アラーム内容 
・接続しているエンコーダが対応していない。 

・エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

66.9 エンコーダ初

期通信処理異

常1 (安全監視

機能) 

(1) 機能安全対応サーボ 

モータが接続されてい

ない。 

機能安全対応サー

ボモー タが接続され

ているか確認する。 

機能安全対応サー

ボモー タではない

。 

機能安全対応サーボモー 

タを使用してください。 

 

機能安全対応サー

ボモー タである。 

(2) を確認してください。  

(2) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを交

換し，再現性を確認す

る 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (3) を確認してください。  

(3) ドライバが故障し
た。 

ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

再現する。 (4) を確認してください。  

(4) エンコーダが故障した

。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題がある

。 

原因に合った対策を実施 

してください。 
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アラーム番号: 67 名称: エンコーダ通常通信異常 (安全監視機能) 

アラーム内容 ・エンコーダとドライバの通信に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

67.1 エンコーダ通常 

通信受信デー

タ異常1 (安全

監視機能) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) エンコーダケーブルに

異常がある。 

 

エンコーダケーブルが

断線または短絡して

いないか確認する。 

 

 

 

 

 

 

異常がある。 ケーブルを修理または交換

してください。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。  

(2) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

 

再現しない。 ドライバを交換してください

。 

 

再現する。 (3) を確認してください。  

(3) エンコーダが故障した。 サーボモータを交換し

，再現性を確認する。 

再現しない。 サーボモータを交換してくだ

さい。 

 

再現する。 (4) を確認してください。  

(4) 周囲環境に問題がある

。 

ノイズ，周囲温度，振

動などを確認する。 

環境問題がある。 原因に合った対策を実施 し

てください。 

 

67.2 エンコーダ通
常通信受信
データ異常 2 
(安全監視機
能) 
 

 

 

 

[AL. 67.1] の調査方法を実施してください。 

67.3 エンコーダ通常 

通受信データ 

異常3 (安全監

視機能) 

67.4 エンコーダ通常 

通信受信デー

タ異常4 (安全

監視機能) 

67.7 エンコーダ通常 

通信送信デー

タ異常1 (安全

監視機能) 

 
アラーム番号: 68 名称: STO診断異常 

アラーム内容 ・STO入力信号の異常を検出した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

68.1 STO信号不一

致異常 

(1) STO1 および STO2 が

正しく入力されていない

。 

CN8コネクタのSTO1

お よびSTO2が正しく

配線 されていることを

確認する。 

 

 

 

 

正しく配線されてい

な い。 

正しく配線してくださ い。  

正しく配線されてい

る。 

(2) を確認してください。  

(2) STO1 および STO2 の

入力状態が異なる。 

STO1 および STO2 の

オン/ オフ状態を確認

する。 

STO1およびSTO2の

オン/ オフ状態が異

なってい る。 

STO1およびSTO2の入力 

を同じ状態にしてください。 

 

STO1およびSTO2の

オン/ オフ状態が同

一である。 

(3) を確認してください。  

(3) [Pr. PF18 STO 診断
異常検知時間 ] (J3
拡張機能を使用して
いる場合，[Pr. PX43])
の設定が間 違ってい
る。 

パラメータの設定時

間を 長く設定し，再現

性を確認する。 

再現しない。 パラメータの設定値を見 直

してください。 

 

再現する。 (4) を確認してください。  

(4) STO 回路が故障した。 ドライバを交換し， 再

現性を確認する。 

再現しない。 サーボモータを交換して く

ださい。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題がある

。 

ノイズ，周囲温度など

を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実施 し

てください。 
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アラーム番号: 69 名称: 指令異常 

アラーム内容 ソフトウエアリミット有効時に指令位置が 32 ビット (-2147483648 ～ 2147483647) を超えた。 

ソフトウエアリミット有効時に設定した値から指令位置が 30 ビット (-536870912 ～ 536870911) を超えた。 
LSP (正転ストロークエンド) または LSN (逆転ストロークエンド) 検出後に検出した位置から指令位置が 30 ビッ 
ト (-536870912 ～ 536870911) を超えた。 
FLS (上限ストロークリミット) または RLS (下限ストロークリミット) 検出後に検出した位置から指令位置が 30 
ビット (-536870912 ～ 536870911) を超えた。 

表
示 

詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

69.1 正転側ソフト
ウエアリミット
検 出 時 指 令
超過異常 

(1) ソフトウエアリミット 
有効時に指令位置
が 32 ビットを超え
た。 

指令位置が正しいか
確認する。 

32 ビットを超える指令
を設定していた。 

指令位置を正しく設定
し てください。 

 

指令位置を正しく設定
していた。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) ソフトウエアリミット 
有効時に設定した
値から指令位置が
30 ビットを超えた。 

指令位置に対するソフ
トウエアリミットのパラ 
メータ設定値 ([Pr. 
PT15]～[Pr. PT18]) 
が正しいか確認す
る。 

指令位置内を設定して
いた。 

[Pr. PT15] ～ [Pr. 
PT18] を正しく設定し直
してください。 

正しく設定していた。 (3) を確認してくださ

い。 
(3) 上位側が故障した。 上位側を交換し，再現

性を確認する。 
再現しない。 上位側を交換してくだ

さい。 

再現する。 (4) を確認してくださ

い。 (4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

69.2 逆転側ソフト
ウエアリミット
検 出 時 指 令
超過異常 

[AL. 69.1] の調査方法を実施してください。 

69.3 正 転ス ト ロ ー
ク エ ン ド 検 出
時 指 令 超 過
異常 

(1) LSP (正転ストローク
エンド) 検出後に検
出した位置から指令
位置が 30 ビットを超
えた。 

指令位置を確認する。 30 ビットを超える指令
を設定していた。 

運転パターンを見直し
てください。 

 

正しく設定していた。 (2) を確認してくださ

い。 
(2) 正転ストロークリミッ 

トスイッチが LSP(正
転ストロークエンド ) 
に 接 続 さ れ て い な
い。 

リミットスイッチが正し 
く接続されているか確
認する。 

接続されていない。 正しく接続してくだ
さ い。 

接続されている。 (3) を確認してくださ

い。 
(3) 上位側が故障した。 上位側を交換し，再現

性を確認する。 
再現しない。 上位側を交換してくだ

さい。 

再現する。 (4) を確認してくださ

い。 (4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を 確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

69.4 逆 転ス ト ロ ー
ク エ ン ド 検 出
時 指 令 超 過
異常 

(1) LSN (逆転ストローク
エンド) 検出後に検
出した位置から指令
位置が 30 ビットを超
えた 

指令位置を確認する。 30 ビットを超える指令
を設定していた。 

運転パターンを見直し
てください。 

正しく設定していた。 (2) を確認してくださ

い。 
(2) 逆転ストロークリミッ 

トスイッチが LSN (逆
転ストロークエンド ) 
に 接 続 さ れ て い な
い。 

リミットスイッチが正し 
く接続されているか確
認する。 

接続されていない。 正しく接続してくだ
さ い。 

接続されている。 (3) を確認してくださ

い。 
(3) 上位側が故障した。 上位側を交換し，再現

性を確認する。 
再現しない。 上位側を交換してくだ

さい。 

再現する。 (4) を確認してくださ

い。 (4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

69.5 上 限ス ト ロ ー
クリミット検出
時 指 令 超 過
異常 

(1) FLS (上限ストローク
リ ミット) 検出後に
検出した位置から指
令位置が 30 ビットを
超えた。 

指令位置を確認する。 30 ビットを超える指令
を 設定していた。 

運転パターンを見直し
てください。 

 

正しく設定していた。 (2) を確認してくださ

い。 
(2) 上限ストロークリミッ 

トスイッチが配線さ
リミットスイッチが正し 
く配線されているか確

異常がある。 原因に合った対策を実
施してください。 
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れていない。または
設置場所に間違い
がある。 

認する。または設置場
所に間違いがあるか
確認する。 

異常がない。 (3) を確認してくださ

い。 

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (4) を確認してくださ

い。 (4) 上位側が故障した。 上位側を交換し再現
性を確認する。 

再現しない。 上位側を交換してくだ
さい。 

69.6 下 限ス トロ ー
クリミット検出
時 指 令 超 過
異常 

(1) RLS (下限ストローク
リ ミット) 検出後に
検出した位置から指
令位置が 30 ビットを
超えた。 

指令位置を確認する。 30 ビットを超える指令
を設定していた。 

運転パターンを見直し
てください。 

正しく設定していた。 (2) を確認してくださ

い。 
(2) 下限ストロークリミッ 

トスイッチが配線さ
れていない。または
設置場所に間違い
がある。 

リミットスイッチが正し 
く配線されているか確
認する。または設置場
所に間違いがあるか
確認する。 

異常がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

異常がない。 (3) を確認してくださ

い。 

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (4) を確認してくださ

い。 (4) 上位側が故障した。 上位側を交換し再 現
性を確認する。 

再現しない。 上位側を交換してくだ
さい。 
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アラーム番号: 79 名称: 機能安全ユニット診断異常 

アラーム内容 ・機能安全ユニットでの診断に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

79.1 機能安全ユ

ニット電源電

圧異常 

(1) 機能安全ユニットの電

源が異常である。 

機能安全ユニットの

取付けを確認する。 

異常がある。 正しく取り付けてくださ 

い。 

 

異常がない。 (2)を確認してください。 

(2) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換して くださ

い。 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

79.2 機能安全ユ

ニット内部異

常 

(1) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

再現する。 (2) を確認してください。 

(2) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。 

 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

79.3 機能安全ユ

ニット温度異

常 

(1) 周囲温度が55 ℃を超

えた。 

周囲温度を確認す

る。 

55  ℃を超えてい

る。 

周囲温度を下げてくださ 

い。 

 

55  ℃以下である。 (2) を確認してください。 

(2) 周囲温度が0  ℃以下

である。 

周囲温度を確認す

る。 

0  ℃以下である。 周囲温度を上げてくださ 

い。 

 

0  ℃以上である。 (3) を確認してください。 

(3) 密着取付けの仕様を

満たしていない。 

密着取付けの仕様
を確認する。 

仕様を満たしてい

ない。 

正しく設置してくださ い。  

仕様を満たしてい

る。 

(4) を確認してください。 

(4) 開口部が目詰まりして

いる。 

開口部を清掃し，再

現するか確認する。 

再現しない。 定期的に清掃してくださ 

い。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 機能安全ユニットが故 

障した。 

機能安全ユニットを

交換 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (6) を確認してください。 

(6) 周囲環境に問題があ

る。 

電源にノイズが乗っ

ていないか確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

79.4 ドライバ異常 (1) 機能安全ユニットが外

れた。 

機能安全ユニットの

取付けを確認する。 

異常がある。 正しく取り付けてくださ 

い。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3)  ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 
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79.5 入力デバイス

異常 

(1) 入力デバイスの信号
が 正しく入力されて
いない。 

入力デバイスのケー

ブル が正しく配線さ

れているか確認す

る。 

異常がある。 配線を見直してくださ い。  

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) 入力デバイス設定パ

ラ メータが正しく設定

さ れていない。 

パラメータが正しく設

定されているか確認

する。 

正しく設定されてい

な い。 

パラメータを見直してくだ

さい。 

 

正しく設定されてい

る。 

(3) を確認してください。 

(3) テストパルス時間が正
しく設定されていない。 

[Pr. PSD26 入力デ

バイス テストパルス

オフ時間] の設定値

を確認する。 

テストパルス幅が

設定値 より長い。 

設定値を長くしてくださ 

い。 

 

テストパルス幅が

設定値 より短い。 

(4) を確認してください。 

(4) 機能安全ユニットが故 

障した。 

機能安全ユニットを

交換 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

79.6 出力デバイス

異常 

(1) 出力デバイスの信号

が正しく出力されてい

ない。 

出力デバイスのケー

ブル が正しく配線さ

れている か確認す

る。または出力 デバ

イスの負荷が仕様範 

囲を超えていないか

確認する。 

異常がある。 配線または負荷を見直し 

てください。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) テストパルス時間が正

しく設定されていな

い。 

[Pr. PSD30 出力デ

バイス テストパルス

オフ時間] の設定値

を確認する。 

テストパルス幅が

設定値 より長い。 

設定値を長くしてくださ 

い。 

 

テストパルス幅が

設定値 より短い。 

(3) を確認してください。 

(3) 出力デバイスの電流

が大きい。 

規定の電流値内で

使用しているか確認

する。 

規定内で使用して

いな い。 

出力電流を下げてくださ 

い。 

 

規定内で使用して

いる。 

(4) を確認してください。 

(4) 機能安全ユニットが故

障した。 

 

機能安全ユニットを

交換 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを 確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

79.7 入力信号不一

致異常 

(1) DI_A と DI_B の入力
信号 の不一致が一
定時間 ([Pr. PSD18] 
～ [Pr.PSD23]) 以上
継続した。 

入力デバイスのケー

ブルが正しく配線さ

れているか確認す

る。 

異常がある。 配線を見直してくださ い。  

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) 入力不一致時間が正

しく設定されていな

い。 

[Pr. PSD18 不一致
許容時間 DI1] ～ 
[Pr. PSD23 不一 
致許容時間 DI6] 
の設定値を確認す
る。 

不一致時間が設定

値より 長い。 

設定値を長くしてくださ 

い。 

 

不一致時間が設定

値より 短い。 

(3) を確認してください。 

(3) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 
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アラーム番号: 79 名称: 機能安全ユニット診断異常 

アラーム内容 機能安全ユニットでの診断に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

79.8 位置フィード 

バック固着異常 

(1) 位置フィードバック固 

着異常検出時間設定 

[Pr. PSA22]の時間内に

位置フィードバック デー

タが変化しない。 

[Pr. PSA22]の設定を

確認する。 

正しく設定されてい

な い。 

パラメータを見直し

てください。 

 

正しく設定されてい

る。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) 位置フィードバックデー

タが変化しない。 

モータを回転させて位

置フィードバックデー

タを確認する。 

位置フィードバック

データが変化する。 

位置フィードバック

固着 異常検出時間

設定 [Pr. PSA22] の

時間内にモータを回

転させる運転をして

ください。 

 

位置フィードバック

データが変化しな

い。 

(3) を確認してくださ

い。 

(3) サーボモータが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換

して ください。 

 

再現する。 (4)を確認。 

(4) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを交

換し、再現性を確認。 

再現しない。 機能安全ユニットを

交換してください。 

 

 

アラーム番号: 7A 名称: パラメータ設定異常（安全監視機能） 

アラーム内容 機能安全ユニットでの診断に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

7A.1 パラメータ照合 
異常 (安全監
視機能) 

(1) 機能安全ユニットのパ

ラメータに異常がある。 

パラメータを再設定し

てください。 
再現しない。 パラメータを正しく設定して

ください。 

 

再現する。 (2) を確認してください。 

(2) 機能安全ユニットが故障

した。 

機能安全ユニットを交

換し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 し

てください。 

 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など

を確認する。 
再現しない。 原因に合った対策を実施 し

てください。 

 

7A.2 パラメータ設定 

範囲異常 (安全

監視機能) 

(1) 機能安全ユニットの初

期設定を行っていな

い。 

[Pr. PSA01]の設定を

確認する。 

有効化されていな

い。 

パラメータの内容を確認 の

うえ，有効化設定を行ってく

ださい。 

 

有効化されている。 (2) を確認してください。 

(2) 機能安全ユニットのパ

ラメータを設定範囲外

に設定した。 

設定したパラメータの

値を確認する。 

設定範囲外である。 設定範囲内の値を設定し 

てください。 

 

7A.3 パラメータ組合 

せによる異常 

(安全監視機

能) 

(1) 機能安全ユニットまた 

はドライバのパラメータ

が正しく設定されていな

い。 

機能安全ユニットの
パラ メータおよびドラ
イバのパラメータの設
定を 確認する。 機能
安全ユニット: [Pr. 
PSA02]，[Pr. PS A18] 
～ [Pr.PSA21]，[Pr. 
PSC03]， [Pr. PS 
D01] ～ [Pr.PSD17]，
[Pr. PSD26] 
ドライバ: [Pr. PA14] 

正しく設定されてい

ない。 

パラメータを正しく設定して

ください。 

 

7A.4 機能安全ユニッ

ト組合せ異常 

(安全監視機

能) 

(1) 機能安全ユニットとドラ

イバとの組合せが間

違っている。 

正しい組合せのドライ

バが接続されている

か確認する。 

異なるドライバに取

り付けている。 

機能安全ユニットを組み合

わせて安全監視機能を設

定したドライバに戻すか初

期化をしてください。 
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アラーム番号: 7B 名称: エンコーダ診断異常 (安全監視機能) 

アラーム内容 エンコーダに異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

7B.1 エンコーダ診
断異常 1 (安
全監視機能) 

(1) エンコーダケーブルに

異常がある。 

エンコーダケーブル

が断 線または短絡

していないか確認す

る。 

異常がある。 ケーブルを修理または交 

換してください。 

 

異常がない。 (2) を確認してください。 

(2) エ ン コ ー ダ が 故 障 し

た。。 

サーボモータを交換

し， 再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，

振動などを確認す

る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。 

 

7B.2 エンコーダ診

断異常2 (安全

監視機能) 

[AL. 7B.1] の調査方法を実施してください。  

7B.3 エンコーダ診

断異常3 (安全

監視機能) 

 

7B.4 エンコーダ診

断異常4 (安全

監視機能) 

(1) エンコーダの周囲温

度が0 ℃を超えた。 

エンコーダの周囲温

度を確認する。 

40 ℃を超えてい

る。 

周囲温度を下げてくださ 
い。 

 

40 ℃以下である。 (2) を確認してください。 

(2) エンコーダの周囲温

度が0℃以下である。 

エンコーダの周囲
温度を確認する。 

0 ℃以下である。 周囲温度を上げてくださ 

い。 

 

0℃以上である。 (3) を確認してください。 

(3) サーボモータが過負

荷状態になっている。 

実効負荷率を確認

する。 

実効負荷率が高

い。 

負荷を小さくするか，運 

転パターンを見直してく だ

さい。 

 

実効負荷率が低

い。 

(4) を確認してください。 

(4) エンコーダ内のサーマ

ルセンサが故障した。 

サーボモータを交換

して再現性を確認す

る。 

再現しない。 サーボモータを交換して く

ださい。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 
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アラーム番号: 7C 名称: 機能安全ユニット通信診断異常 (安全監視機能) 

アラーム内容 機能安全ユニットでネットワーク通信に異常があった。 

表
示 

詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置 対象 

7C.1 機 能 安 全 ユ
ニ ッ ト 通 信 設
定異常 (安全
監視機能) 

(1) 通信周期が合ってい
ない。 

サーボシステムコント 
ローラと機能安全ユ
ニットとの通信周期設
定 ([Pr. PSC01]) を確
認する。 

通信周期設定が合っ
ていない。 

正しく設定してくださ 
い。 

 

通信周期設定が合っ
ている。 

(2) を確認してください。 

(2) 安全通信の異常を
検出 する ための 時
間が正しく設定され
ていない。 

 正しく設定されてい
ない。 

正しく設定してくださ 
い。 

 

正しく設定されている。 (3) を確認してください。 

(3) 機能安全ユニットが
故障した。 

機能安全ユニットを交
換し，再現性を確認す
る。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換
してください。 

 

再現する。 (4) を確認してください。 

(4) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

7C.2 機能安全ユ
ニッ ト通信
データ異常 
(安全監視機
能) 

(1) 安全通信の異常を
検出 する ための 時
間が正しく設定され
ていない。 

 正しく設定されてい
な い。 

正しく設定してくださ 
い。 

 

正しく設定されている。 (2) を確認してください。 

(2) 安全マスタ局側に異
常があった。 

安全マスタ局でアラー
ムが発生していないか
確認する。 

発生している。 マスタ局のトラブル 
シューティングに従って
対策を実施してくださ
い。 

発生していない。 (3) を確認してください。 

(3) サーボシステムコン
トローラ側に異常が
あった。 

サーボシステムコント 
ローラ側の設定が正し
いか確認する。 

異常がある。 正しく設定してくださ 
い。 

 

異常がない。 (4) を確認してください。 

(4) [AL. 8D.1]の調査方法を実施してください。  
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アラーム番号: 7D 名称: 安全監視異常 

アラーム内容 安全監視機能が異常を検知した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

7D.1 停止監視異常 (1) SOS機能作動中に， 

サーボモータ位置が 

SOS許容移動のパラ 

メータ設定値以上変

化 した。 

実際のサーボモータ

位置が [Pr. PSA05] 

の設定値より大きい

ことを確認する。 

サーボモータ移動
量が[Pr. PSA05] 
の設定値より大き
い。 

アラームレベルを見直し 
てください。 

 

サーボモータ移動
量がアラーム検出
レベルより小さい。 

(2) を確認してください。 

(2) SOS 機能作動中
に， サーボモータ速
度が SOS 許容移動
のパラ メータ設定値
以上変化し，一定時
間 ([Pr.PSA15] で指
定) 以上継続した。 

実際のサーボモータ

速度が [Pr. PSA04] 

の設定値より大きい

ことを確認する。 

サ ー ボ モ ー タ 速
度が  [Pr.PSA04] 
の設定値より大き
い。 

パラメータの設定値を見 
直してください。 

 

サーボモータ速
度が [Pr. PSA15] 
より大きく [Pr. 
PSA04] 以下であ
る。 

(3) を確認してください。 

(3) SOS機能作動中に，

速度指令がSOS許容

移動のパラメータ設定

値以上変化し，一定

時間 ([Pr. PSA15] で

指定) 以上継続した。 

上位側の指令が 

[Pr. PSA04] で設定

の停止速度以上に

なっていないか確認

する。 

上位側の指令が 
[Pr. PSA04] の設
定値より大きい。 

運転パターンを見直して 
ください。 

 

上位側の指令が 
[Pr. PSA15] より
大きく [Pr. PSA04] 
以下である。 

(4) を確認してください。 

(4) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換
し，再現性を確認す
る。 

再現しない。 サーボモータを交換して 
ください。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 機能安全ユニットが
故障した。 

機能安全ユニットを
交換 し，再現性を
確認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 
してください。 

 

再現する。 (6) を確認してください。 

(6) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，
再現性を確認する。 

再現しない。 サーボモータを交換して 
ください。 

 

再現する。 (7) を確認してください。 

(7) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度，
振動などを確認す
る。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 
してください。 

 

7D.2 速度監視異常 (1) 指令パルス周波数
が高い。 

指令パルス周波数
を確認する。 

指令パルス周波
数が高 い。 

運転パターンを見直して 
ください。 

 

指令パルス周波
数が低 い。 

(2) を確認してください。 

(2) 電子ギアの設定が
正しくない。 

電子ギアの設定値
を確認する。 

設定値が間違って

いる。 

設定を見直してください。  

設定値が正しい。 (3) を確認してください。 

(3) 上位側からの指令
が大きい。 

上位側の指令が 
SLS 速度 ([Pr. 
PSA11] ～[Pr. 
PSA14]) 以上に
なっ ていないか確
認する。 

許容回転速度以
上の指令になって
いる。 

運転パターンを見直して 
ください。 

 

許容回転速度未
満の指令になって
いる。 

(4) を確認してください。 

(4) SLS 速度 ([Pr.PSA11]
～[Pr.PSA14])よりも大
きい速度指令が入力さ
れ た。 

実際のサーボモー
タ速度 が，SLS 速
度の設定値よ り大
きいことを確認す 
る。 

サーボモータ速
度が SLS 速度よ
り大きい。 

SLS 速度の設定値を見直
してください。 

 

サーボモータ速
度が SLS 速度よ
り小さい。 

(5) を確認してください。 

(5) サーボ系が不安定で
発振している。 

サーボモータが発振
していないか確認す
る。 

発振している。 サーボゲインを調整して
ください。または負荷を 
小さくしてください。 

 

発振していない。 (6) を確認してください。 
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(6) 速度波形がオーバ
シュートした。 

加減速時定数が短
すぎてオーバシュー
トしていないか確認
する。 

オーバシュートして
いる。 

加減速時定数を長くして 
ください。 

 

オーバシュートし
ていな い。 

(7) を確認してください。 

(7) エンコーダケーブルの 
接続先を間違えてい
る。 

エンコーダの接続
先を確認する。 

間違えている。 正しく配線してください。  

間違えていない。 (8) を確認してください。 

(8) エンコーダが故障し
た。 

サーボモータを交換
し， 再現性を確認
する。 

再現しない。 サーボモータを交換して 
ください。 

 

再現する。 (9) を確認してください。 

(9) 機能安全ユニットが
故障した。 

機能安全ユニットを
交換し，再現性を確
認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 
してください。 

 

再現する。 (10) を確認してくださ 
い。 

(10

) 

ドライバが故障した。 ドライバを交換し，
再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 

 

再現する。 (11) を確認してくださ 
い。 

(11

) 

周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な
どを確認する。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 
してください。 
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アラーム番号: 84 名称: ネットワークカード初期化異常 

アラーム内容 ネットワークカードが接続されていない。 

ネットワークカード初期化時に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

84.1 ネ ッ ト ワ ー ク
カード未検出 
異常 

(1) ネットワークカードが
外れている。 

ネットワークカードが正
しく取り付けられてい
るか確認する。 

正しく取り付けられて
いない。 

正しく取り付けてくださ 
い。 

 

正しく取り付けられて
いる。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (3) を確認してくださ

い。 

(3) ネットワークカードが
故障した。 

ネットワークカード を
交換し，再現性を確認 
する。 

再現しない。 ネットワークカードを交
換してください。 

再現する。 (4) を確認してくださ

い。 (4) ドライバが故障し 
た。 

ドライバを交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくだ
さい。 

84.2 ネ ッ ト ワ ー ク
カード初期化 
異常 1 

(1) ネットワークカードが
外れている。 

ネットワークカードが正
しく取り付けられてい
るか確認する。 

正しく取り付けられて
いない。 

正しく取り付けてくださ 
い。 

正しく取り付けられて
いる。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) ドライバが対応してい
ないネットワークカー
ドを接続した。 

対応しているネット
ワークカードか確認す
る。 

対応していない。 対応したネットワーク
カードに交換してくだ 
さい。 

対応している。 (3) を確認してくださ

い。 (3) ネットワークケーブ
ルが外れている。 

ネットワークケーブル
が正しく接続されてい
るか確認する。 

接続されていない。 正しく接続してくださ 
い。 

接続されている。 (4) を確認してくださ

い。 (4) ネットワークケーブル 
の結線が間違ってい
る。 

ネットワークケーブル
の結線が正しいか確
認する。 

結線が間違っている。 正しく結線してくださ 
い。 

結線が正しい。 (5) を確認してくださ

い。 (5) ネットワークケーブ
ルが断線している。 

ネットワークケーブル
に異常がないか確認
する。 

異常がある。 ネットワークケーブル
を交換してください。 

異常がない。 (6) を確認してくださ

い。 (6) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (7) を確認してくださ

い。 

(7) ネットワークカードが
故障した。 

ネットワークカード を
交換し，再現性を確認 
する。 

再現しない。 ネットワークカードを交
換してください。 

再現する。 (8) を確認してくださ

い。 (8) ドライバが故障し
た。 

ドライバを交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくだ
さい。 

84.3 ネ ッ ト ワ ー ク
カード初期化 
異常 2 

[AL. 84.2] の調査方法を実施してください。 
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アラーム番号: 85 名称: ネットワークカード異常 

アラーム内容 ネットワークカードが外れている。 

ネットワークカードに異常が発生した。 

表
示 

詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

85.1 ネットワーク
カード異常 1 

(1) ネットワークカードが
外れている。 

ネットワークカードが正
しく取り付けられてい
るか確認する。 

正しく取り付けられて
いない。 

正しく取り付けてくださ 
い。 

 

正しく取り付けられて
いる。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) ネットワークケーブ
ルが外れている。 

ネットワークケーブル
が正しく接続されてい
るか確認する。 

接続されていない。 正しく接続してくださ 
い。 

接続されている。 (3) を確認してくださ

い。 (3) ネットワークケーブル 
の結線が間違ってい
る。 

ネットワークケーブル
の結線が正しいか確
認する。 

結線が間違っている。 正しく結線してくださ 
い。 

結線が正しい。 (4) を確認してくださ

い。 (4) ネットワークケーブ
ルが断線している。 

ネットワークケーブル
に異常がないか確認
する。 

異常がある。 ネットワークケーブル
を交換してください。 

異常がない。 (5) を確認してくださ

い。 (5) 上位側の設定に不
備がある。 

上位側の設定を確認
する。 

不備がある。 設定を見直してくだ
さ い。 

不備がない。 (6) を確認してくださ

い。 (6) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (7) を確認してくださ

い。 

(7) ネットワークカードが
故障した。 

ネットワークカードを交
換 し ， 再 現 性 を 確 認 
する。 

再現しない。 ネットワークカードを交
換してください。 

再現する。 (8) を確認してくださ

い。 (8) ドライバが故障し
た。 

ドライバを交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくだ
さい。 

再現する。 (9) を確認してくださ

い。 (9) 上位側が故障した。 上位側を交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 上位側を交換してくだ
さい。 

85.2 ネットワーク
カード異常 2 

[AL. 85.1] の調査方法を実施してください。 

85.3 ネットワーク
カード異常 3 
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アラーム番号: 86 名称: ネットワーク通信異常 

アラーム内容 ネットワークカードに異常が発生した。 

ネットワーク通信に異常が発生した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

86.1 ネットワーク通 
信異常 1 

(1) ネットワークカードが
外れている。 

ネットワークカードが正
しく取り付けられてい
るか確認する。 

正しく取り付けられて
いない。 

正しく取り付けてくださ 
い。 

 

正しく取り付けられて
いる。 

(2) を確認してくださ

い。 

(2) ネットワークケーブ
ルが外れている。 

ネットワークケーブル
が正しく接続されてい
るか確認する。 

接続されていない。 ド ラ イ バ の 制 御 回 路 
電源をオフにして，ネッ 
トワークケーブルを正
しく接続してください。 

 

接続されている。 (3) を確認してくださ

い。 (3) ネットワークケーブル 
の結線が間違ってい
る。 

ネットワークケーブル
の結線が正しいか確
認する。 

結線が間違っている。 正しく結線してくださ 
い。 

結線が正しい。 (4) を確認してくださ

い。 (4) ネットワークケーブ
ルが断線している。 

ネットワークケーブル
に異常がないか確認
する。 

異常がある。 ネットワークケーブル
を交換してください。 

異常がない。 (5) を確認してくださ

い。 (5) ネットワークの切断
手順が間違ってい
る。 

ネットワークの種類に
応じた切断手順を実施
したか確認する。 

実施していない。 実施してください。 

実施した。 (6) を確認してくださ

い。 
(6) 上位側からのデー

タ送信が一定時間 
途切れた。 

上位側からのデータ
送信が途切れていな
いか確認する。 

途切れていること
がある。 

上位側の通信設定を
見直してください。 

途切れていない。 (7) を確認してくださ

い。 (7) 上位側の設定に不
備がある。 

上位側の設定を確認
する。 

不備がある。 設定を見直してくだ
さい。 

不備がない。 (8) を確認してくださ

い。 (8) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度など
を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実
施してください。 

環境に問題がない。 (9) を確認してくださ

い。 

(9) ネットワークカードが
故障した。 

ネットワークカードを交
換 し ， 再 現 性 を 確 認 
する。 

再現しない。 ネットワークカードを交
換してください。 

 

再現する。 (10) を確認してくだ
さい。 

(10) ドライバが故障し
た。 

ドライバを交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくだ
さい。 

 

再現する。 (11) を確認してくだ
さい。 

(11) 上位側が故障した。 上位側を交換し，再
現性を確認する。 

再現しない。 上位側を交換してくだ
さい。 

86.2 ネットワーク通 
信異常 2 

[AL. 86.1] の調査方法を実施してください。 

86.3 ネットワーク通 
信異常 3 

86.4 ネットワーク通 
信異常 4 
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アラーム番号: 8A 名称: USB通信タイムアウト異常/シリアル通信タイムアウト異常 

アラーム内容 
・ドライバとパーソナルコンピュータまたは上位側との通信が規定時間以上途絶えた。 

・USB通信，シリアル通信 (三菱電機汎用ACサーボプロトコル)に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

8A.1 USB通信タイ

ム アウト異常

/シリアル通信

タイムアウト異

常 

(1) 通信コマンドが送信
されていない。 

パ ー ソ ナ ル コ ン
ピュータなどからコ
マンドが送信されて
いるか確認する。 

送信されていない。 

  

コマンドを送信してくだ さ
い。 

 

  送信されている。 (2) を確認してください。  

(2) 通信ケーブルが断
線している。 

通信ケーブルを交
換し、 再現性を確
認する。 

再現しない。 通信ケーブルを交換して 
ください。 

 

再現する。 (3) を確認してください。 

(3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，
再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 
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アラーム番号: 8E 名称: USB通信異常/シリアル通信異常 

アラーム内容 
・ドライバとパーソナルコンピュータまたは上位側との間に通信不良が発生した。 

・USB通信，シリアル通信 (三菱電機汎用ACサーボプロトコル)に異常があった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

8E.1 USB通信受信

エラー/シリア

ル通信受信エ

ラー 

(1) パーソナルコンピュータ

などの設定に不備があ

る。 

パーソナルコンピュー

タなどの設定を確認

する。 

不備がある。 設定を見直してください。  

   不備がない。 (2) を確認してください。 

  (2) 通信ケーブルに異常

がある。 

通信ケーブルを確認

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 通信ケーブルを交換して 

ください。 

 

   再現する。 (3)を確認してください。  

  (3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ

い。 

 

8E.2 USB通信

チェックサムエ

ラー/シリアル

通信チェックサ

ムエラー 

(1) パーソナルコンピュー

タなどの設定に不備

がある。 

パーソナルコン

ピュータなどの設定

を確認する。 

不備がある。 設定を見直してくださ い。  

8E.3 USB通信キャ

ラクタエラー/

シリアル通信

キャラクタエ

ラー 

(1) 仕様にないキャラクタ

を送信した。 

送信時のキャラクタ

コードを確認する。 

仕様にないキャラ

クタを送信してい

る。 

送信データを修正してく だ

さい。 

 

    仕様にないキャラ

クタを送信していな

い。 

(2) を確認してください。  

  (2) 通信プロトコルに異常

がある。 

送信データが通信プ

ロトコルに準拠して

いることを確認する。 

準拠していない。 通信プロトコルのとおりに

修正してください。 

 

    準拠している。 (3)を確認してください。  

  (3) パーソナルコンピュー

タなどの設定に不備

がある。 

パーソナルコン

ピュータなどの設定

を確認する。 

不備がある。 設定を見直してください。  

8E.4 USB通信コマ

ンドエラー/シ

リアル通信コ

マンドエラー 

(1) 仕様にないコマンドを

送信した。 

送信時のコマンドを

確認する。 

仕様にないコマンド

を送信している。 

送信データを修正してくだ

さい。 

 

    仕様にないコマンド

を送信していない。 

(2)を確認してください。 

  (2) 通信プロトコルに異常

がある。 

送信データが通信プ

ロトコルに準拠して

いることを確認する。 

準拠していない。 通信プロトコルのとおりに

修正してください。 

 

    準拠している。 (3)を確認してください。  

  (3) パーソナルコンピュー

タなどの設定に不備

がある。 

パーソナルコンピュー

タなどの設定を確認

する。 

不備がある。 設定を見直してください。  

8E.5 USB通信デー

タナンバエ

ラー/シリアル

通信データナ

ンバエラー 

(1) 仕様にないデータナン

バを送信した。 

送信時のデータナン

バを確認する。 

仕様にないデータ

ナンバを送信して

いる。 

送信データを修正してくだ

さい。 

 

    仕様にないデータ

ナンバを送信して

いない。 

(2)を確認してください。  

  (2) 通信プロトコルに異常

がある。 

送信データが通信プ

ロトコルに準拠して

いることを確認する。 

準拠していない。 通信プロトコルのとおりに

修正してください。 

 

    準拠している。 (3)を確認してください。  

  (3) パーソナルコンピュー

タなどの設定に不備

がある。 

パーソナルコン

ピュータなどの設定

を確認する。 

不備がある。 設定を見直してください。  
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アラーム番号: 888 名称: ウォッチドグ 

アラーム内容 
ネットワークカードに異常が発生した。 

CPUなどの部品が異常である。 

詳細

番号 
詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

88._ ウォッチドグ (1) ネットワークカードの

周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認する。 

 

環境に問題がある。 原因に合った対策を

実施してください。 

 

   環境に問題がない。 (2) を確認してくだ

さい。 

 

  (2) ネットワークカードが

故障した。 

ネットワークカードを

交換し，再現性を確認

する。 

再現しない。 ネットワークカード

を交換してくださ

い。 

 

     再現する。 (3) を確認してくだ

さい。 

 

  (3) ドライバ内部の部品が

故障した。 

ドライバを交換し，

再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換して

ください。 
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8.5 警告対処方法 

 

 注意 
[AL. E3 絶対位置カウンタ警告] が発生した場合，必ず再度原点セットを行ってく

ださい。予期しない動きの原因になります。  

 

ポイント  

次の警告が発生したときに，ドライバの電源を繰返しオフ/オンにして運転を再開

しないでください。ドライバおよびサーボモータの故障の原因になります。警告発

生中にドライバの電源をオフ/オンにした場合は，30分以上の冷却時間をおいてか

ら運転を再開してください。 

[AL. 91 ドライバ過熱警告] [AL. E0 過回生警告] 

[AL. E1 過負荷警告1] [AL. E2 サーボモータ過熱警告] 

[AL. EC 過負荷警告2] 

警告 ([AL. F0 タフドライブ警告] を除く) はアラーム履歴に記録されません。 

 

[AL. E6] または [AL. E9] が発生するとサーボオフ状態になります。その他の警告が発生した場合，運転

は継続できますが，アラームが発生して正常に作動しなくなることがあります。 

本節に従って警告の原因を取り除いてください。セットアップソフトウェア(MR Configurator2TM)を使

用すると警告の発生要因を参照することができます。 
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アラーム番号: 90 名称: 原点復帰未完警告 

アラーム内容 ・ 位置決め機能で原点復帰が正常に完了しなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

90.1 原点復帰未完 (1) 原点復帰未完了の状

態で自動運転を実行

した。 

原点復帰を実施して

いないか (次のデバイ

スがオフになっていな

いか) 確認する。                   

ZP (原点復帰完了)      

原点復帰が未実施

であった。 

周囲温度を下げてくださ

い。 

 

原点復帰は実施し

ていた。 

(2)を確認してください。 

(2) 絶対位置で使用時， 

[AL. 25 絶対位置消

失] の発生後に原点

セットすることなく位置

決め運転を実行した。 

アラーム履歴で過去

に [AL. 25 絶対位置

消失] が発生してい

ないか確認する。 

[AL. 25 絶対位置

消失] が発生して

いた。 

バッテリ電圧，バッテリ 

ケーブルを不良がないか

確認し，異常を取り除いた

あとに原点復帰を実施 し

てください。 

[AL. 25 絶対位置

消失] は発生して

いない。 

(3) を確認してください。 

(3) 等分割割出し方式

時，[AL. E3 絶対位置

カウンタ警告] がこの

アラームと同時に発生

した。 

位置決め運転の始

動と同時に [AL. 

90.1] が発生したか

を確認する。 

位置決め運転の始

動と同時ではなく，

位置決め運転中に 

[AL. 90.1] が発生し

た。 

[AL. E3] の原因を取り除

いたあとに原点復帰を実

施してください。([AL. E3] 

の調査方法を確認してく

ださい。) 

 

位置決め運転の始

動と同時に [AL. 

90.1] が発生した。 

(4) を確認してください。  

(4) 原点復帰を実施したあ

とに，ZP(原点復帰完

了) がオフになった。 

ZP(原点復帰完了) 

がオフ になっていな

いか確認する。 

ZP (原点復帰完了) 

がオフになってい

た。 

ZP(原点復帰完了)がオフ
になる条件の使い方をし
ていないか確認してくださ
い。 

 

(5) ソフトウエアストロー 
クリミット/ストロークリ
ミットを検出した。 

I/O モードで [Pr. 
PD12] に "_ _ _ 1" 
を設定している場合
に [AL. 99 ストロー
クリミット警告] また
は "_1 _ _"を設定し
ている場合に [AL. 
98 ソフトウエアスト
ロークリミット警告] 
が発生したかを確 
認する。 

I/O モードで [AL. 
98 ソフ トウエアス
トロークリ ミット警
告] または [AL. 99
ストロークリミット警 
告] が発生してい
る。 

リミットの範囲内に動かし
て原点復帰を実施してくだ
さい。原点が確定している
場合は再度サーボオンに
してください。 

 

[AL. 98 ソフトウエ

アストロークリミット

警告]， [AL. 99 ス

トロークリミット警

告] は発生していな 

い。 またはモー

ションモードに設定

している。 

(6) を確認してください。  

(6) 原点復帰を実施した
あとに，ZP2 (原点復
帰完了 2)がオフに
なった。 

ZP2 (原点復帰完了
2) がオフになってい
ないか確認する。 

ZP2 (原点復帰完
了 2) がオフに
なっていた。 

ZP2 (原点復帰完了 2) が 
オフになる条件の使い方 
をしていないか確認してく
ださい。 
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アラーム番号: 90 名称: 原点復帰未完警告 

アラーム内容 ・位置決め機能で原点復帰が正常に完了しなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

90.2 原点復帰異常

終了 

(1) 近点ドグがDOGに接

続されていない。 

近点ドグが正しく接

続さ れているか確

認する。 

接続されていな

い。 

正しく接続してください。  

   接続されている。 (2) を確認してください。 

(2) 原点復帰を始動後，

ストロークリミットを検 

出した。 

ストロークリミットが

正しく接続されてい

るか確 認する。 ま

たはストロークリミッ

トに到達していない

か確認する。 

ストロークリミットが

接 続されていな

い。 またはストロー

クリミットに到達し

ている。 

ストロークリミットを正しく

接続してください。 また

は，ストロークリミットの位

置を見直してください。 

ストロークリミットが

接 続されている。 

またはストロークリ

ミットに到達してい

ない。 

(3) を確認してください。 

(3) 原点復帰速度からク

リープ速度へ減速でき

なかった。 

原点復帰速度からク

リー プ速度に減速

完了する前に近点ド

グがオフになってい

ないか確認する。 

クリープ速度に減

速完了する前に近

点ドグがオフ に

なっていた。 

ドグの位置を見直してく 

ださい。 または，原点復

帰速度，クリープ速度およ

び近点ドグ後移動量のパ

ラメータ値を見直してくだ

さ い。 

 

 

(4) 等分割割出し方式

時，原点復帰速度ま

たはクリープ速度から

原点に減速できな

かった。 

原点復帰速度また

はク リープ速度から

原点位置に減速完

了する前に原点を通

過していないか確認 

する。 

減速完了する前に

原点を通過してい

ない。 

ストロークリミットと原 点

の位置関係を見直して く

ださい。 または，原点復

帰速度，クリープ速度，減

速時定 数，原点シフト量

のパラメータ値を見直して

くだ さい。 

 

90.5 Z相未通過 (1) Z相信号が正常に検

出できていない。 

ｻｰﾎﾞﾓｰﾀのＺ相信号

が正常に検出できて

いるか確認してくだ

さい。 

Z相信号が検出で

きていない。 

Z相信号および配線を見

直してください。 

 

Z相信号が検出で

きている。 

(2)を確認してください。 

(2) ｻｰﾎﾞﾓｰﾀがZ相未通

過の状態のまま原点

復帰を行った。 

原点復帰開始後、近

点ドグがオフになる

までの間にZ相信号

を通過しているか確

認する。 

Z相を通過していな

い。 

原点復帰開始位置および

近点ドグの設置位置を見

直してください。 

 

 

アラーム番号: 91 名称: ドライバ過熱警告 

アラーム内容 ドライバ内部の温度が警告レベルに達した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

91.1 主回路素子過

熱警告 

(1) ドライバの周囲温度が

55℃を超えた。 

周囲温度を確認す

る。 

55℃を超えてい

る。 

周囲温度を下げて

ください。 

 

55℃以下である。 (2)を確認してくださ

い。 

(2) 密着取付けの仕様を

満たしていない。 

密着取付けの仕様

を確認する。 

仕様を満たしてい

ない。 

仕様の範囲内で使

用してください。 
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アラーム番号: 92 名称:バッテリ断線警告 

アラーム内容 絶対位置検出システム用バッテリの電圧が低下した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

92.1 エンコーダバッ

テリ断線警告 

(1) バッテリを使用してい
る場合，バッテリが
CN4 に接続されていな
い。 

バッテリが正し

く接続されてい

るか確認する。 

接続されていない。 正しく接続してくださ い。  

 接続されている。 (2) を確認してください。 

(2) バッテリケーブルが断

線している。 

バッテリケーブ
ルに異常がな
いか確認す
る。 

異常がある。。 ケーブルを交換または修 

理してください。 

 

異常がない。 (3) を確認してください。  

(3) バッテリの電圧が低

い。 バッテリが消耗し

た。 

テスタでバッテ
リの電圧を確
認する。 

約DC 3.1 V未満である。 バッテリを交換してくださ

い。 

 

約DC 3.1 V以上である。 (4) を確認してください。 

(4) エンコーダケーブル
が断線している。 

エンコーダケー
ブルが断線し
ていないか確
認する。 

断線している。 ケーブルを交換または修 
理してください。 

 

92.3 バッテリ劣化 (1) バッテリの電圧が低

い。バッテリが消耗し

た。 

テスタでバッテ
リの電圧を確
認する。 

約DC3.0V未満である。 バッテリを交換してくださ

い。 

 

約DC3.0V以上である。 (2)を確認してください。  

(2) バッテリが劣化した。 バッテリを交換
して再現性を
確認する。 

再現しない。 バッテリを交換してくださ

い。 

 

 

アラーム番号: 95 名称:STO警告 

アラーム内容 

・モータ停止中にSTO入力信号がオフになった。 

・入力デバイスの診断を実施していない。 

・テストモードで安全監視機能を有効とした。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

95.1 STO1オフ検出 (1) STO1が正しく入力され

ていない。 

CN8コネクタのSTO1

が正しく配線されてい

ることを確認する。 

正しく配線されてい

ない。 

正しく配線してください。
(STO 機能を使用しない場
合，ドライバに付属してい
る短絡コネクタを CN8 に装
着してください。) 

 

正しく配線されてい

る。 
(2) を確認してください。 

(2) 次の速度条件のとき
に STO1 がオフ (有
効) に なった。 
1) サーボモータの回 

転速度: 50 r/min
以 下 

STO1がオフ (有効) 

に なっているか確認

する。 

オフ (有効) になって
いる。 

STO1 をオン (無効) にし て

ください。 

 

95.2 STO2オフ検出 (1) STO2が正しく入力され

ていない。 

CN8コネクタのSTO2

が 正しく配線されて

いることを確認する。 

正しく配線されてい

な い。 

正しく配線してください。

（STO機能を使用しない場

合、ドライバに付属している

短絡コネクタをCN8に装着

してください。） 

 

正しく配線されてい

る。 

(2) を確認してください。  

(2) 次の速度条件のとき
に STO2 がオフ (有
効) に なった。 
1) サーボモータの回 

転速度: 50 r/min
以 下 

STO2がオフ (有効) 

に なっているか確認

する。 

オフ (有効) になって

いる。 

STO2をオン (無効) にし て

ください。 

 

95.3 STO 警告 1 
(安全監視機
能) 

(1) 入力デバイス起動時
固着診断が実施され
ていない。 

入力デバイス 起動時

固着診断を実施した

か確認してください。 

実施していない。  実施してください。  

実施した。 (2) を確認してください。 
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(2) パラメータで入力デバ 
イス起動時固着診断を 
正しく設定していない。 

[Pr. PSD27] および 
[Pr.PSD28] が正しく設
定されているか確認す
る。 

正しく設定されてい

ない。 

パラメータを見直してくださ

い。 

 

正しく設定されてい

る。 

(3) を確認してください。 

(3) 配線に異常がある。 配線に異常がないか

確認してください。 

異常がある。 配線を見直してください。  

異常がない。 (4) を確認してください。 

(4) 機能安全ユニットが
故障した。 

機能安全ユニットを
交換し，再現性を確
認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 し

てください。 

 

再現する。 (5) を確認してください。 

(5) 周囲環境に問題があ
る。 

ノイズ，周囲温度など

を 確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実施 

してください。 

 

95.4 STO警告2 (安

全監視機能) 

(1) テスト運転モードが正
しく設定されていな
い。 

ドライバおよび機能安

全ユニットがテスト運

転モードに設定されて

いるか確認する。 

設定されていない。 正しく設定してくださ い。  

設定されている。 (2) を確認してください。  

(2) 安全通信に異常が
あった。または，ネット 
ワークが未接続状態
になった。 

"表示部が "Ab" 表

示になっている。" 

現象を確 認する。 

再現しない。 原因に合った対策を実施 

してください。 

 

再現する。 (3) を確認してください。  

(3) [Pr. PSA02 機能安全
ユ ニット設定] の "入
力 モード選択" が正
しく設定されていな
い。 

[Pr. PSA02] を正しく

設定 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 

 

パラメータを見直してくださ

い。 

 

再現する。 (4) を確認してください。  

(4) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換して くださ

い。 

 

再現する。 (7) を確認してください。  

(5) 機能安全ユニットが
故障した。 

ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 し

てください。 

 

再現する。 (8) を確認してください。  

(6) 周囲環境に問題があ
る。 

ノイズ，周囲温度など

を確認する。 

環境に問題がある。 原因に合った対策を実施 

してください。 

 

95.5 STO警告3 (安

全監視機能) 

(1) 次の速度条件のとき

に 機能安全ユニット

の STO 指令/SS1 指

令がオフ (有効) に

なった。 

1) サーボモータの回 

転速度: 50 r/min

以下 

機能安全ユニットの

STO 指令/SS1指令

がオフ (有 効) になっ

ているか確認する。 

オフ (有効) になって

い る。 

機能安全ユニットのSTO指

令/SS1指令をオン (無効) 

にしてください。 
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アラーム番号: 96 名称:原点セットミス警告 

アラーム内容 原点セットできなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

96.1 原点セット時イ

ンポジション警

告 

(1) 原点セット（原点復帰）

時，規定時間内に

INP(インポジション)が

オンにならなかった。 

原点セット時の溜り

パルスを確認する。 

インポジション範囲

以上である。 

インポジション範囲内に 

なるようにゲイン調整を 

実施してください。溜りパ

ルスが発生している要因

を取り除いてから原点 

セットしてください。 

 

96.2 原点セット時

指令入力警告 

(1) 原点セット時に指令が

入力されている。 

原点セット時に指令

が入力されていない

か確認する。 

指令が入力されて

いる。 

原点セット完了後に指令 

を入力してください。 

 

     指令が入力されて

いない。 

(2)を確認してください。  

  (2) クリープ速度が高い。 クリープ速度を小さく

して再現性を確認す

る。 

再現しない。 クリープ速度を小さくして

から原点セットしてくださ

い。 

 

96.3 原点セット時

サーボオフ警

告 

(1) サーボオフ中に原点

セットしようとした。 

原点復帰時にサー

ボオフになっていな

いか確認する。 

サーボオフになっ

ている。 

サーボオンにしてから原

点セットしてください。 

 

96.4 原点セット時

磁極検出未完

警告 

(1) サーボオン後、Z相を

通過していない。 

Z相通過状態を確認

する。 

Z相を通過していな

い。 

ダイレクトドライブモータを

回転させて、Z相を通過さ

せてから原点セットしてく

ださい。 

 

 

アラーム番号: 98 名称: ソフトウエアリミット警告 

アラーム内容 位置決め機能においてパラメータで設定したソフトウエアリミットへ到達した 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

98.1 正転側ソフトウ

エアストローク 

リミット到達 

(1) 実際の運転範囲内に

ソフトウエアリミットを 

設定した。 

運転範囲に対する
パラ メータ設定値 
([Pr. T15]～[Pr. 
PT18]) が正しいか 
確認する。 

運転範囲外を設定

していた。 

Pr. PT15] ～ [Pr. PT18] を
正しく設定し直して下さい 

 

運転範囲内を正し

く設定 していた。 

(2) を確認してください。 

(2) ソフトウエアリミット を

超えた位置データの

ポイントテーブルを実

行した。 

運転範囲に対するポ

イン トデータの目標

位置が正 しいか確

認する。 

運転範囲外を設定

していた。 

ポイントテーブルを正し く

設定してください。 

 

運転範囲内を正し

く設定 していた。 

(3) を確認してください。  

(3) JOG運転または手動

パルス発生器運転で

ソフトウエアリミットに

到 達した。 

運転範囲に対して

JOG運 転または手

動パルス発生器運

転を正しく行ったか 

確認する。 

運転範囲外に到達

していた。 

ソフトウエアリミットの範囲

内で運転してください。 必

要に応じてJOG速度や手

動パルス倍率などのパラ

メータを適切に調整してく

ださい。 

 

98.2 逆転側ソフトウ

エアストローク 

リミット到達 

[AL. 98.1] の調査方法を実施してください。 
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アラーム番号: 99 名称: ストロークリミット警告 

アラーム内容 ストロークリミット信号がオフになっている。  

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

99.1 正転ストローク
エンドオフ 

(1) 正転ストロークリミット
スイッチがLSPに接続
されていない。 

リミットスイッチが正
しく接続されている
か確認する。 

接続されていない。 正しく接続してください。  

接続されている。 (2) を確認してください。 

(2) 正転ストロークエンド
を超えて運転した。 

正転ストロークリミッ
トスイッチがオフに
なったか確認する。 

オフになった。 運転パターンを見直して
下さい。 

 

 

99.2 逆転ストローク
エンドオフ 

(1) 逆転ストロークリミット
スイッチがLSPに接続
されていない。 

リミットスイッチが正
しく接続されている
か確認する。 

接続されていない。 正しく接続してください。 
 

 

接続されている。 (2) を確認してください。 

(2) 逆転ストロークエンド
を超えて運転した。 

逆転ストロークリミッ
トスイッチがオフに
なったか確認する。 

オフになった。 運転パターンを見直して
下さい。 

 

 

アラーム番号: 9B 名称: 誤差過大警告 

アラーム内容 溜りﾊﾟﾙｽが警告発生レベルを超えた。  

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

9B.1 溜りパルス過

大1 警告 

(1) モータ電源ケーブル

が断線した。 

モータ電源ケーブル
を確認する。 

断線している。 正しく接続してください。  

断線していない。 (2) を確認してください。 

(2) サーボモータの接続

が間違っている。 

U/V/W の配線を確
認する。 

間違っている。 正しく接続してください。 

間違っていない。 (3) を確認してください。 

(3) エンコーダケーブルの

接続が間違っている。 

エンコーダケーブル
が正しく接続されて
いるか確 認する。 

間違っている。 正しく接続してください。 

間違っていない。 (4) を確認してください。 

(4) トルク制限が有効に

なっている。 

トルク制限中になっ
ていないか確認す
る。 

トルク制限中になっ

ている。 

トルク制限値を大きくしてく

ださい。 

トルク制限中になっ

ていない。 

(5) を確認してください。 

(5) 機械に衝突した。 機械に衝突したか確

認する。 

衝突した。 正しく接続してください。 

衝突していない。 (6) を確認してください。 

(6) トルクが不足してい

る。 

ピーク負荷率を確認

す る。 

トルクが飽和してい

る。 

負荷を小さくするか，運 転

パターンを見直してくださ

い。またはサーボモータの

容量を上げてください。 

トルクが飽和してい

ない。 

(7) を確認してください。 

(7) 電源電圧が降下した。 電源電圧が降下し

た。 

母線電圧が低い。 電源電圧または電源設備 

容量を見直してくださ い。 

 

母線電圧が高い。 (8) を確認してください。 

 

 
(8) 加減速時定数が短

い。 

加減速時定数を長く

し，再現性を確認す

る。 

再現しない。 加減速時定数を長くしてく

ださい。 

 

 

再現する。 (9) を確認してください。 

(9) 位置制御ゲインが小

さ い。 

位置制御ゲインを大

きくして，再現性を確

認する。 

再現しない。 位置制御ゲイン([Pr. 

PB08])を大きくしてくださ

い。 

 

再現する。 (10) を確認してくださ い。  

(10

) 

 

外力によりサーボモー 

タ軸が回された。 

サーボロック状態で

実位置を測定する。 

サーボモータが外

力で回されている。 

機械を見直してください。  

サーボモータが外

力で回されている。 

(11)を確認してください。  

(11

) 

エンコーダが故障した。 サーボモータを交換

し再現性を確認。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 
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9B.3 溜りパルス過

大2 警告 

[AL. 9B.1] の調査方法を実施してください。 

 

 

9B.4 トルク制限ゼ

ロ時誤差過大

警告 

(1) トルク制限値が0に

なっている。 

トルク制限値を確認

する。 

トルク制限値が0に

なっている。 

トルク制限値が0の状態 

で指令を入力しないでく 

ださい。 

 

 

アラーム番号: 9F 名称:バッテリ警告 

アラーム内容 絶対位置検出システム用バッテリの電圧が低下した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

9F.1 バッテリ電圧低

下 

(1) バッテリがCN4に接続さ

れていない。 

バッテリが正しく接続

されているか確認す

る。 

接続されていない。 正しく接続してください。  

接続されている。 (2) を確認してください。 

 

(2) バッテリの電圧が低

い。バッテリが消耗し

た。 

テスタでバッテリの電

圧を確認する。 

約DC 4.9 V未満であ

る。 

バッテリを交換してくださ

い。 

 

9F.2 バッテリ劣化警

告 

(1) 絶対位置ユニットが接 

続されていない。 

絶対位置ユニットが正

しく接続されているか

確認する。 

接続されていない。 正しく接続してくださ い。  

 

アラーム番号: E0 名称:過回生警告 

アラーム内容 回生電力が内蔵回生抵抗器または回生オプションの許容回生電力を超える可能性がある。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E0.1 過回生警告 (1) 回生電力が内蔵回生

抵抗器または回生オプ

ションの許容回生電力

の85%を超えた。 

回生負荷率を確認す

る。 

85%以上である。 位置決め頻度を小さくしてく

ださい。減速時定数を長くし

てください。負荷を小さくし

てください。回生オプション

を使用していない場合は，

回生オプションを使用してく

ださい。 

 

 

アラーム番号: E1 名称:過負荷警告1 

アラーム内容 [AL. 50 過負荷1]または[AL. 51 過負荷2]が発生する可能性がある。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E1.1 運転時過負荷

サーマル警告

1 

(1) [AL.50.1 運転時過負

荷サーマル異常1]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった。 

[AL. 50.1]の調査方法を確認してください。  

E1.2 運転時過負荷

サーマル警告

2 

(1) [AL.50.2 運転時過負

荷サーマル異常2]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった。 

[AL. 50.2]の調査方法を確認してください。  

E1.3 運転時過負荷

サーマル警告

3 

(1) [AL.51.1 運転時過負

荷サーマル異常3]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった。 

[AL. 51.1]の調査方法を確認してください。  

E1.4 運転時過負荷

サーマル警告

4 

(1) [AL.50.3 運転時過負

荷サーマル異常4のア

ラームレベルに対し，

85%以上の負荷になっ

た。 

[AL. 50.3]の調査方法を確認してください。  

E1.5 停止時過負荷

サーマル警告

1 

(1) [AL.50.4 停止時過負

荷サーマル異常1]の

アラームレベルに対

[AL. 50.4]の調査方法を確認してください。  
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し，85%以上の負荷に

なった。 

E1.6 停止時過負荷

サーマル警告

2 

(1) [AL.50.5 停止時過負

荷サーマル異常2]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった。 

[AL. 50.5]の調査方法を確認してください。  

E1.7 停止時過負荷

サーマル警告

3 

(1) [AL.51.2 運転時過負

荷サーマル異常3]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった 

[AL. 51.2]の調査方法を確認してください。  

E1.8 停止時過負荷

サーマル警告

4 

(1) [AL.50.6 停止時過負

荷サーマル異常4]の

アラームレベルに対

し，85%以上の負荷に

なった。 

[AL. 50.6]の調査方法を確認してください。  

 

アラーム番号: E2 名称:サーボモータ過熱警告 

アラーム内容 [AL. 46.2 サーボモータ温度異常2]が発生する可能性がある。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E2.1 サーボモータ

温度警告 

(1) リニアサーボモータま

たはダイレクトドライブ

モータの温度が，[AL. 

46.2 サーボモータ温

度異常2]の発生レベ

ルの85%に達した。 

[AL. 46.2]の調査方法を確認してください。  
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アラーム番号: E3 名称:絶対位置カウンタ警告 

アラーム内容 

絶対位置エンコーダの多回転カウンタが最大回転範囲を超えた。 

・絶対位置エンコーダのパルスに異常がある。 

・絶対位置エンコーダの多回転カウンタ値をEEP-ROMに書き込む更新周期が短い。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E3.1 多回転カウン

タ 移動量オー

バ警 告 

(1) 絶対位置検出システ

ム で，原点からの移

動量が32768 rev以上

になっ た。 

多回転カウンタの値

を確 認する。 

32768 rev以上に

なっている。 

運転範囲を見直してくだ 

さい。再度原点復帰してく

ださい。必ず電源再投入

後，再度原点復帰を実施

してください。 

 

E3.2 絶対位置カウ

ンタ警告 

(1) 周囲環境に問題があ

る。 

ノイズ，周囲温度な

どを確認。 

環境に問題があ

る。 

原因に合った対策を実施 

してください。必ず電源再

投入後，再度原点復帰を

実施してください。 

 

     環境に問題がない。 (2) を確認してください。 

  (2) エンコーダが故障し

た。 

サーボモータを交換

し，再現性を確認。 

再現しない。 サーボモータを交換してく

ださい。 

 

E3.4 絶対位置カウ

ンタEEP-ROM

書込み頻度警

告 

(1) 位置決めモードのポイ 

ントテーブル方式，プ

ログラム方式での 

degree設定時，または 

等分割割出し方式に

お いて，同一方向に

短時 間で回転し続け

たため， ドライバ内部

で10分間に2回以上の

原点更新 (EEP-ROM

書込み) があった。 

機械側ギア歯数 
([Pr. PA06] CMX) と
サーボ モータ回転
速度 (N) にお いて
次の制約条件を超
え ていないか確認
する。 
• CMX 2000 の
場合，N 
＜ 3076.7 r/min 

• CMX ＞ 2000 の
場合， N ＜ 
3276.7 - (CMX 
×0.1) r/min 

• (CMX/CDV) の約

分後 のCMXが，

CMX  15900 

制約条件を超えた

運転を行った。 

指令速度を制約条件の
範 囲内で設定してくださ 
い。 機械側ギア歯数を
制約条 件の範囲内で設
定してく ださい。 必ず電
源再投入後，再度原点
復帰を実施してください。 

 

E3.5 エンコーダ絶

対位置カウン

タ警告 

[AL. E3.2]の調査方法を確認してください。 
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アラーム番号: E6 名称: サーボ強制停止警告 

アラーム内容 
・ EM2/EM1（強制停止）をオフにした。 
・SS1 指令が入力された。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E6.1 強制停止警

告 

(1) EM2/EM1 (強制停止) 
を オフにした。 
 

EM2/EM1 (強制停

止) の状態を確認す

る。 

オフである。 安全を確認し，EM2/ EM1 

(強制停止) をオンに してく

ださい。 

 

     オンである。 (2) を確認してください。  

  (2) 外部DC 24 V電源が

入っていない。 

外部DC 24 Vが入力

されているか確認す

る。 

入力されていな

い。 

DC 24 Vを入力してくださ

い。 

 

入力されている。 (3) を確認してください。 

  (3) ドライバが故障した。 ドライバを交換し， 

再現性を確認する。 

再現しない。 ドライバを交換してくださ
い。 

 

E6.2 SS1強制停

止警告1 (安

全監視機 

能) 

(1) SS1指令がオフ (有効) 

になっている。 

SS1指令がオフ (有

効) に なっているか

確認する。 

SS1指令がオフ 

(有効) になってい

る。 

SS1入力をオン (無効) に 

してください。 

 

(2) 機能安全ユニットへの

外部DC 24 V電源が

入っていない。 

機能安全ユニットへ

外部 DC 24 V電源

が入力されているか

確認する。 

入力されていな

い。 

DC 24 V を入力してくだ 
さい。 

入力されている。 (3) を確認してください。 

(3) 機能安全ユニットが故

障した。 

機能安全ユニットを

交換 し，再現性を確

認する。 

再現しない。 機能安全ユニットを交換 

してください。 

 

E6.3 SS1強制停

止警告2 (安

全監視機 

能) 

(1) 安全通信に異常があっ

た。 

"表示部が "Ab" 
表示になっている。
"現象を確認する。 

再現しない。 原因に合った対策を実施 

してください。 

 

 

アラーム番号: E7 名称:コントローラ緊急停止警告 

アラーム内容 上位側またはサーボシステムコントローラの緊急停止が有効になった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E7.1 コントローラ緊

急停止入力警

告 

(1) Modbus RTU通信で上

位側の緊急停止 

信号が入力された。 

上位側が緊急停止

状態になっているか

確認する。 

緊急停止状態であ

る。 

安全を確認して，上位側

の緊急停止信号を解除し

てください。 

 

 

アラーム番号: E8 名称:冷却ファン回転速度低下警告 

アラーム内容 冷却ファンの回転速度が警告レベル以下になった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E8.1 冷却ファン回

転速度低下中 

(1) 冷却ファンに異物が混

入した。 

冷却ファンに異物が

挟まっていないか確

認する。 

挟まっている。 異物を除去してください。  

  挟まっていない。 (2)を確認してください。 

 (2) 冷却ファンが寿命であ

る。 

ドライバの電源オン

時間累積を確認す

る。 

冷却ファンの寿命を

超えている。 
ドライバを交換してくださ

い。 

 

E8.2 冷却ファン停止 [AL. E8.1]の調査方法を確認してください。 
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アラーム番号: E9 名称:主回路オフ警告 

アラーム内容 
主回路電源がオフの状態で，サーボオン指令を入力した。 

サーボモータ回転速度が50r/min以下で運転中に母線電圧が低下した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

E9.1 

 

主回路オフ時

サーボオン信

号オン 

(1) 主回路電源がオフに

なっている。 
ドライブユニットの場
合，コンバータユニット
の電源がオフになって
いる。 

主回路電源が入力さ

れているか確認す

る。 
コンバータユニットの
電源が入力されてい
るか確認する。 

入力されていない。 主回路電源をオンにしてく

ださい。 

 

  入力されている。 (2)を確認してください。 

 (2) P3 と P4 の間の配線

が外れている。 
ドライブユニットの場
合，コンバータユニット
の P1 と P2 の間の配
線が外れている。 

P3 と P4 の間の配線

を確認する。 
コンバータユニットの
P1 と P2 の間の配線
を確認する。 

外れている。 正しく接続してください。  

  外れていない。 (3)を確認してください。  

(3) 主回路電源の配線が
外れている。 
ドライブユニットの場
合，コンバータユニット
の主回路電源の配線
が外れている。 

主回路電源の配線を

確認する。 
コンバータユニットの
主回路電源の配線を
確認する。 

外れている。 正しく接続してくだささい。  

異常がない。 (4)を確認してください。  

(4) ドライブユニットの場

合，コンバータユニット

の電磁接触器制御用

コネクタが外れてい

る。 

コンバータユニットの

電磁接触器制御用

コネクタを確認する。 

外れている。 正しく接続してくだささい。  

異常がない。 (5) を確認してください。 

(5) ドライブユニットの場
合，コンバータユニット
とドライブユニットの接
続導体が外れている。 

コンバータユニットと
ドライブユニットの接
続導体を確認する。 

外れている。 正しく接続してください。  

異常がない。 (6) を確認してください。 

(6) [Pr. PA02 電磁接触器
駆動出力選択] の設
定値が配線構成と矛
盾している。 

[Pr. PA02] の設定お
よび配線構成を確認
する。 

設定または配線が

間違っている。 

[Pr. PA02] の設定を見直

してください。 

 

設定および配線が

正しい。 

(8) を確認してください。 

(8) 母線電圧が低い。 母線電圧が規定値未
満になっていないか確
認する。 
DC 215 V 

電圧が規定値未満

である。 

配線を見直してください。

電源容量を確認してくださ

い。 

 

電圧が規定値以上

である。 

(9) を確認してください。 

(9) ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再

現性を確認する。 

再現しない。 (10) ドライバを交換してく

ださい。 

 

10) ドライブユニットの場 
合，コンバータユニッ 
トが故障した。 

コンバータユニットを

交換し，再現性を確

認する。 

再現しない。 コンバータユニットを交換

してください。 

 

 

E9.2 低速回転中母

線電圧低下 

(1) サーボモータ回転速度 
が 50 r/min 以下で運
転中に母線電圧が低
下した。 

母線電圧を確認す

る。 

規定値未満である。 
DC 200 V 

電源容量を見直してくださ

い。加速時定数を長くして

ください。 

 

E9.3 主回路オフ時

レディオン信

号オン 

[AL. E9.1]の調査方法を確認してください。  
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アラーム番号: EC 名称:過負荷警告2 

アラーム内容 サーボモータの軸が回転していない状態で，定格出力を超えるような運転を繰り返した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

EC.1 過負荷警告2 (1) 負荷が大きい，または

容量不足である。 

実効負荷率を確認す

る。 

実効負荷率が高い。 負荷を小さくしてくださ

い。サーボモータの容量を

大きいものに交換してくだ

さい。 

 

 

アラーム番号: ED 名称:出力ワットオーバ警告 

アラーム内容 サーボモータの出力ワット数(速度×トルク)が定格出力を超えた状態が定常的に続いた。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

ED.1 出力ワット

オーバ警告 

(1) サーボモータの出力

ワット数(速度×トル

ク)が定常的に定格出力

の120%を超えた。 

サーボモータ回転速

度とトルクを確認す

る。 

出力ワット数が定格

の120%以上である。 

サーボモータの回転速度を

下げてください。負荷を小

さくしてください。 

 

 

アラーム番号: F0 名称:タフドライブ警告 

アラーム内容 タフドライブ機能が起動した。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

F0.1 瞬停タフドライ

ブ中警告 

(1) 制御回路電源の電圧

が低下した。 

[AL. 10.1]の調査方法を確認してください。  

F0.3 振動タフドライ

ブ中警告 

(1) 機械共振により，機械

共振抑制フィルタの設

定値が変更になった。 

頻繁に変更されてい

るか確認する。 

変更されている。 機械共振抑制フィルタを

設定してください。ネジの

緩みなどがないか，機械

の状態を確認してくださ

い。 

 

アラーム番号: F2 名称:ドライブレコーダ 書込みミス警告 

アラーム内容 ドライブレコーダ機能で測定した波形が記録されなかった。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

F2.1 ドライブレコー

ダ領域書込み

タイムアウト警

告 

(1) FLASH-ROMが故障し

た。 

制御回路電源以外

のケーブルをすべて

抜き，再現性を確認

する。 

再現する。 ドライバを交換して

下さい。 

 

F2.2 ドライブレコー

ダデータ書込

みミス警告 

(1) ドライブレコーダ記録

領域にデータが書け

なかった。 

MR Configurator2TM

でドライブレコーダの

履歴をクリアすると

アラームが解消され

るか確認する。 

解消されない。 ドライバを交換して

下さい。 

 

 

アラーム番号: F3 名称:発振検知警告 

アラーム内容 [AL. 54 発振検知]が発生する可能性がある。 

表示 詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

F3.1 発振検知警告 [AL. 54.1]の調査方法を確認してください。  
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アラーム番号: F4 名称: 位置決め警告 

アラーム内容 目標位置または加速時定数/減速時定数を設定範囲外に設定した。 

表
示 

詳細名称 発生要因 調査方法 調査結果 処置  

F4.4 目標位置設定

範 

(1) 目標位置を設定範囲

外 

目標位置の設定値を

確認 

設定範囲外である。 目標位置を正しく設定  
囲異常警告 に設定した。 する。 し，警告を解除 

(C_ORST をオン) してください。 

F4.6 加速時定数設

定 

(1) 加速時定数または減

速 

加速時定数 ([Pr. 

PT49]) お 

設定範囲外である。 加速時定数および減

速時 

 
範囲異常警告 時定数を設定範囲外

に 
および減速時定数 
([Pr. 

定数を正しく設定し，警 
設定した。 PT50]) の設定値を確

認す 
告を解除 (ORST をオ
ン) る。 してください。 

F4.7 減速時定数設
定 範囲異常
警告 

[AL. F4.6] の調査方法を実施してください。 

F4.9 原点復帰方式

不 

(1) 原点復帰方式を範囲

外 

原点復帰方式の設定

値 

対応する原点復帰方

式の 

原点復帰方式を正しく

設 

 
正警告 の値に設定した。 ([Pr. PT45]) を確認す

る。 
値ではない。 定し，警告を解除 

(ORST をオン) してください。 
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8.6 電源投入時のトラブルシューティング 

上位側電源投入時にシステム異常が発生した場合，ドライバが正常に立ち上がっていない可能性がありま

す。ドライバの表示部を確認して，本節に従って対処してください。 
 
表示 現象 発生原因 確認方法 処置 

000 ネットワークカードまた

はドライバが故障した。 

ネットワークカードが故

障した。 

ネットワークカードを交換し，再

現性を確認する。 

ネットワークカードを交換してく

ださい。 

 ドライバが故障した。 ドライバを交換し，再現性を確認

する。 

ドライバを交換してください。 

Ab 上位側と初期通信が完了

していない。 

軸番号設定が間違ってい

る。 

同じ軸番号に設定されているドラ

イバが他にないか確認する。 

正しく設定してください。 

  上位側の軸番号と一致し

ていない。 

上位側の設定と軸番号を確認す

る。 

正しく設定してください。 

  Ethernetケーブルが断線

した。 

特定の軸以降で，"Ab" 表示が発

生する。 

特定軸のEthernetケーブルを交換

してください。 

   コネクタが外れていないか確認す

る。 

正しく接続してください。 

  ネットワークカードに設

定されたIPアドレスと上

位側のIPアドレスが一致

していない。 

"AnybusIPconfig" ツールまたは

セットアップソフトウェア (MR 

Configurator2TM)のシステム構成

表示画面でIPアドレスを確認して

ください。 

IPアドレスを正しく設定してくだ

さい。 

  ドライバの電源がオフに

なっている。 

特定軸以降で表示が "Ab" になっ

ている。 

ドライバの電源を確認してくださ

い。 

  ドライバが故障した。 特定軸以降で表示が "Ab" になっ

ている。 

特定軸のドライバを交換してくだ

さい。 

  ネットワークカードが故

障した。 

特定軸以降で表示が "Ab" になっ

ている。 

特定軸のネットワークカードを交

換してください。 

b##. 

(注) 

テスト運転状態になって

いる。 

テスト運転が有効になっ

ている。 

テスト運転切換えスイッチ (SW1-

1) がオンになっている。 

テスト運転切換えスイッチ 

(SW1-1) をオフにしてください。 

off メーカ設定用の運転モー

ドになっている。 

メーカ設定用の運転モー

ドが有効になっている。 

モード切換えスイッチ (SW1) が

すべてオンになっていないか確認

する。 

モード切換えスイッチ (SW1) を

正しく設定してください。 

 
注. ##は軸番号です。 
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8.7 アラーム，警告が発生しないトラブル 
 
アラーム，警告が発生しないトラブルを参考にトラブルの原因を取り除いてください。 

現象 発生原因 確認方法 処置  

サーボモータが動かない。 サーボモータの接続が間違っ

ている。 

U/V/Wの配線を確認する。 正しく接続してください。  

 サーボモータ電源ケーブル

が，違う軸のドライバに接続

されている。 

エンコーダケーブルとサーボ

モータ電源ケーブルが同じド

ライバに接続されているか確

認する。 

エンコーダケーブルとサーボ

モータ電源ケーブルを正しく

接続してください。 

 アラームまたは警告が発生し

ている。 

アラームまたは警告が発生し

ていないか確認する。 

アラームまたは警告の内容を

確認し，原因を取り除いてく

ださい。 

 

 テスト運転モードになってい

る。 

テスト運転切換えスイッチが

オン (上) になっていないか

確認する。 

テスト運転モードを解除して

ください。 

 

 モータなし運転が有効になっ

ている。 

[Pr. PC05] の設定値を確認す

る。 

モータなし運転を無効に設定

してください。 

 

 負荷が大きすぎて，トルクが

不足している。 

セットアップソフトウェア 

(MR Configurator2TM)で瞬時

発生トルクを確認し，最大ト

ルクまたはトルク制限値を超

えていないか確認する。 

負荷を小さくするか，サーボ

モータの容量を上げてくださ

い。 

 

 意図しないトルク制限が有効

になっている。 

トルク制限が有効になってい

ないか確認する。 

トルク制限を解除してくださ

い。 

 

 トルク制限の設定値が間違っ

ている。 

[Pr. PA11]，[Pr. PA12] また

は上位側側の設定でトルク制

限値が0になっていないか確

認する。 

正しく設定してください。  

 機械が干渉している。 機械に干渉がないか確認す

る。 

機械の干渉を除去してくださ

い。 

 

 ロック付きサーボモータの場

合，ロックが解除されていな

い。 

ロックの電源を確認する。 ロック電源をオンにしてくだ

さい。 

 

 LSP (正転ストロークエンド) 

およびLSN (逆転ストローク

エンド) がオンになっていな

い。 

[AL. 99] が発生していないか

確認する。 

LSPおよびLSNをオンにして

ください。 

 

 制御モードの設定が間違って

いる。 

[Pr. PA01] の設定を確認す

る。 

正しく設定してください。  

 電子ギアの設定が正しくな

い。 

電子ギアの設定を確認する。 適切な電子ギアを設定してく

ださい。 

 

 ポイントテーブルの設定が正

しくない。 

ポイントテーブルの設定を確

認する。 

ポイントテーブルの設定を見

直してください。 

 

 ポイントテーブル指令の設定

が間違っている。 

ポイントテーブル指令 

(Target point table) の設定を

確認する。 

ポイントテーブル指令の設定

を見直してください。 

 

 送りステーション位置の設定

が間違っている。 

送りステーション位置 

(Target point table) の設定を

確認する。 

送りステーション位置の設定

を見直してください。 

 

原点復帰が開始しない。 原点復帰方法 (Homing 

method) の設定が間違ってい

る。 

原点復帰モード (hm) 時の

Statusword bit 13 (Homing 

error) を確認する。 

原点復帰方法 (Homing 

method) の設定を確認する。 

原点復帰方法 (Homing 

method) の設定を見直してく

ださい。 
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